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午後１時00分開議 

○議長（新山 玄雄君）  昨日の本会議に引き続き、これより本日の会議を開きます。 

 冨田議員から欠席の通告を受けております。 

 本日の議事日程はお手元に配布してあるとおりです。 

 先立ちまして、昨日の周防大島町安心安全まちづくり条例の第２条についてはですね、正誤表

で対応するということで御了承いただきたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  異議なしと認めます。 

 それでは議事を進めます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第１号 

日程第２．議案第２号 

日程第３．議案第３号 

日程第４．議案第４号 

日程第５．議案第５号 

日程第６．議案第６号 

日程第７．議案第７号 

日程第８．議案第８号 

日程第９．議案第９号 

日程第１０．議案第１０号 

日程第１１．議案第１１号 

日程第１２．議案第１２号 

○議長（新山 玄雄君）  日程第１、議案第１号平成１７年度周防大島町一般会計予算から、日程

第１２、議案第１２号平成１６年度周防大島町公営企業局企業会計予算までの１２議案を一括上

程し、これを議題とします。 

 日程第１、議案第１号平成１７年度周防大島町一般会計予算の補足説明を求めます。村田総務

部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  議案第１号平成１７年度周防大島町一般会計予算につきまして、補

足説明をさせていただきます。 

 補足説明に入ります前に、予算書等の資料につきまして、若干の説明をさせていただき、御理

解を賜りたいと存じます。 

 まず事項別明細書の本年度予算と前年度予算との関係についてでありますが、平成１６年度予
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算は１０月からの半年間の予算であり、平成１７年度は通年予算ということになっておりますの

で、その比較につきましては、予算書上では単純には困難でありますことを御理解いただきたい

と思います。 

 もう１点は、平成１６年度予算事項別明細書におきましては、説明欄に事業をそれぞれ提出し、

その内訳を表示しておりましたけれども、今年度から１７年度からは節ごとにその内容を説明欄

に表示しております。したがいまして、それぞれの目にどのような事業が含まれているかは資料

として別にお配りしております当初予算の概要の１３ページ以降をごらんいただきたいと思いま

す。この２点につきまして、御了承のほどよろしくお願いいたします。 

 それでは、一般会計予算の補足説明をさせていただきます。予算書１ページをお願いいたしま

す。 

 第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を１６６億６,０００万円と定めております。 

 第２条では、債務負担行為では、斎場建設事業、じんかい処理施設管理経費における旧焼却施

設解体事業及び一般廃棄物処理施設等建設事業は、それぞれ平成１７年度のみでは事業実施が困

難でありますので、１１ページ第２表のとおり債務負担行為の限度額を定め、事業を実施するこ

とといたしました。 

 第３条、地方債は１３ページにも記載しております第３表のとおり、それぞれの事業実施に当

たり、起こすことのできる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を定めるも

のであります。 

 第４条は、一時借入金の最高額を４０億円と定めるものであります。 

 第５条、歳出予算の流用は、同一管内における給料等の交換の流用について定めるものであり

ます。 

 それでは、事項別明細書と当初予算の概要により、順を追って予算の主なものにつきまして御

説明をさせていただきます。この予算書、厚い方、事項別、厚い方でございます。 

 まず歳入でございます。５ページをお開きいただきたいと思います。町税の町民税は、平成

１６年度の調定額や収納率を参考に、５億３,０７４万３,０００円を計上いたしました。固定資

産税は、評価額の増を見込み、６億９,２０７万８,０００円の計上であります。 

 ６ページでございますが、軽自動車税、たばこ税、特別土地保有税、入湯税につきましても

１６年度の調定額を参考に積算し計上いたしております。 

 ７ページの地方譲与税でありますが、所得譲与税は三位一体の改革により、国庫補助負担金の

うち緊急通報体制等整備事業、養護老人ホーム等保護費などが税源移譲の対象となり、平成

１６年度実施分と合わせ、８,０８８万３,０００円の計上であります。自動車重量譲与税等は前

年度並みを計上しております。 
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 ８ページでございます。利子割交付金は８４８万７,０００円、地方消費税交付金は、ほぼ前

年並みの１億７,５００万円を計上いたしました。 

 ９ページの自動車取得税交付金も前年並みの計上であります。地方特例交付金は１６年度の実

績により５,２００万円の計上であります。地方交付税は、普通交付税７２億２,８００万円、特

別交付税１０億６,５００万円の計上でありますが、いずれも地方財政計画に基づく試算による

計上であります。 

 １０ページをお願いいたします。分担金及び負担金でありますが、保育所負担金、いわゆる保

育料でありますが、公立、私立を合わせ８,３１０万５,０００円の計上であります。合併協定に

基づき、保育料の調整を行った結果、平成１６年度の旧町の当初予算額と比較いたしますと、約

３,０００万円の減額となっております。 

 １１ページからの使用料及び賃借料は、グリーンステイながうらや竜崎温泉、公営住宅等々町

内各施設の使用料２億７,４２２万７,０００円と戸籍、住民票等の発行手数料等２,４１４万

４,０００円の計上であります。 

 １５ページからは国庫支出金であります。国庫負担金の主なものは、障害者支援費負担金、私

立保育所運営費負担金、漁港施設災害復旧費負担金等であります。 

 １６ページの国庫補助金では、合併市町村補助金１億５,９３０万円を計上し、防災行政無線

整備、総合計画策定経費などに充当することとし、一般廃棄物処理施設等建設にかかわる循環型

社会形成推進交付金１億６,３５２万１,０００円を新たに計上しております。国庫委託金は基礎

年金事務委託金等６２０万９,０００円の計上であります。 

 １８ページからは県支出金であります。県負担金は国保基盤安定負担金、障害者支援費負担金、

私立保育所運営費負担金等で２億６,０９０万６,０００円の計上であります。 

 １９ページからの県補助金のうち、広域市町村合併支援特別交付金９,５５０万円は、防災行

政無線整備、電子計算事業、清掃車購入等に充当することとしております。そのほか県補助金で

は、福祉医療費補助金、介護予防生活支援事業補助金、広域水道出資債元利補給金、地域水産物

供給基盤整備事業補助金、広域水産物供給基盤整備事業補助金等が主なものであります。 

 ２２ページでございます。県委託金は、県税徴収事務委託金１,５１０万円、国勢調査を初め

とする統計調査費委託金２,１５９万３,０００円、片添ケ浜海浜公園管理委託金２,７４３万

２,０００円が主なものであります。 

 ２５ページでございます。財産収入につきましては、土地及び建物の貸付収入、教員住宅家賃

収入及び各基金の利子収入を計上しております。 

 ２６ページ、寄附金でございますが、５５万１,０００円を見込んでおります。繰入金は財政

調整基金を初めとする各基金を４億３,９３０万１,０００円取り崩す予定としております。 
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 ２７ページの繰越金は１,０００万円の計上であります。 

 次に２８ページでございます。諸収入のうち、貸付金元利収入は、中小企業労働者小口資金貸

付金、地域総合整備資金貸付金、住宅新築資金等貸付金などの元金収入２,２６７万３,０００円

を計上するとともに、雑入といたしまして、学校給食費６,６１１万１,０００円、福祉医療費高

額払戻金、ごみ収集袋売上代金、国道４３７号線改良に伴う工事補償金等を合わせまして２億

６,７７９万７,０００円を計上しております。 

 ３２ページでございます。町債でございますが、各種事業に充当するため、それぞれ目的に応

じ、２６億６,５７０万円の計上でありますが、合併特例事業債９億１,８４０万円につきまして

は、防災行政無線整備、斎場建設、一般廃棄物処理施設等建設などに充当するものであります。 

 以上が歳入でございます。 

 続きまして、歳出の主なものを御説明いたします。３５ページをお開き願います。議会費は、

総額で１億５,３７７万５,０００円の計上であります。議員報酬、研修等にかかわる費用弁償、

議会広報印刷製本費、議事録作成委託料及び職員人件費が主なものであります。 

 ３７ページでございます。２款総務費１項総務管理費１目一般管理費のうち町長交際費は

４００万円を計上しております。 

 ３８ページでございます。委託料のうち設計業務３,１０８万１,０００円は、東和庁舎及び星

野哲朗記念館の実施設計委託であります。合併市町村国庫補助金を活用しての実施であります。 

 ３９ページの文書広報費は、当初予算の概要１３ページのとおり、文書広報事業、防災行政無

線整備事業、情報通信施設管理経費の３事業でありますが、これらを合わせまして３億９,０１４万

８,０００円の計上でありますが、文書広報事業として町広報の印刷経費等の計上のほかに、防

災行政無線整備事業といたしまして、４０ページにありますように実施設計業務２,２００万円、

施工管理業務１,０００万円、工事請負費といたしまして、３億３,６４０万円を計上し、久賀等

は地区に屋外広告を整備することとしております。その財源として、合併市町村国庫補助金、広

域合併支援県交付金、合併特例債を予定しております。 

 ４１ページでございます。財産管理費は公共施設及び公用車の保険料、基金利息の積立金の計

上であります。 

 ４２ページ、企画費でありますが、総合計画男女共同参画計画、行財政改革大綱の策定経費及

び６月に予定をしております合併記念行事に要する経費、トータルで１,１５４万８,０００円と

なっております。 

 ４４ページでございます。支所、出張所経費では、地域住民からの要望に迅速に対応できるよ

うに、各総合支所に工事請負費、原材料費、小規模施設等整備事業補助金をそれぞれ計上いたし

ました。 
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 ４５ページの電子計算費は、７,１７８万円の計上となっておりますが、電算システムの保守

料、借り上げ料に加え、パソコンの職員１人１台体制整備と介護保険サーバーを購入する経費が

主なものであります。 

 ４６ページでございます。地域振興費は、地域づくり事業と町人会整備であります。地域づく

り事業におきまして、高等学校活性化支援補助金として７００万円を計上し、特色ある学校づく

りを支援することといたしました。また自治会連合会の設立を前提に、自治会振興奨励金

１,７２０万８,０００円を計上しております。 

 ４９ページをお願いいたします。２項の町税費でございます。職員人件費、東部地方税整理組

合への負担金、徴収委託料が主なものであります。 

 ５１ページからは戸籍住民基本台帳費であります。戸籍総合システム及び住基ネットシステム

の保守並びに借り上げ料の計上であります。 

 ５２ページは選挙費であります。合併特例法に基づきます在任特例による農業委員会委員の任

期が今年７月１９日で満了となりますので、選挙執行経費９６０万４,０００円を計上しており

ます。 

 ５４ページでございます。統計調査費は、本年は５年に１度の国勢調査の年でありますので、

その調査経費として２,１５８万５,０００円を計上しております。監査委員費は、監査委員報酬

等の計上であります。 

 ５６ページからは、３款民生費になります。まず１項社会福祉費１目社会福祉総務費でありま

す。社会福祉総務費におきましては、町社会福祉協議会への補助金６,４７６万６,０００円、民

生委員・児童委員活動費補助金１,５４７万２,０００円、利用対象者を拡大した福祉タクシー利

用助成５８７万６,０００円、町単独で小学校３年生まで助成を行うこととした福祉医療費１億

８,５６１万円の計上が主なものであります。 

 ５８ページでございます。障害福祉費は３億１,８６３万７,０００円の計上でありますが、そ

の主なものは身障者に対するデイサービス事業、訪問入浴サービス事業を行う障害者福祉事業と、

居宅生活及び施設訓練等を支援する支援費事業であります。 

 ６０ページでございます。老人福祉費、老人福祉一般経費におきまして、高齢者保健福祉、介

護保険、障害福祉等々の周防大島町における施策を一体的に実施するために総合保健健康福祉計

画を策定することとし、その経費を計上いたしました。 

 また今年度から税源移譲の対象となりました高齢者福祉センター運営経費及び老人保護措置費

を含めた老人福祉事業として、１億５,９３２万１,０００円、敬老会事業８７９万３,０００円、

合併に伴いサービスの提供料、自己負担額、委託方法等の調整を行っております。職能自立支援

事業、緊急通報システム整備、家族介護用品支給等々の事業を行う介護予防地域支え合い事業
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８,６６３万６,０００円、町内４カ所に設置しております在宅介護支援センター運営事業

２,１４７万６,０００円、町内９カ所で実施いたします生きがい活動支援通所事業２,９０５万

４,０００円が主なものであります。 

 ６５ページをお開き願います。２項の児童福祉費でございます。１目児童福祉総務費におきま

しては、児童クラブ及び延長保育を行うための児童福祉事業４,６６９万１,０００円が主なもの

であります。 

 ６７ページ、児童措置費でございますが、児童手当に要する経費５,３９４万円を計上してお

ります。３目の保育所費は町内４カ所の町立保育所の運営費を計上いたしました。 

 ６９ページであります。４目の保育所運営費は、私立保育所運営委託料３億３,９８０万

７,０００円の計上であります。 

 続きまして、４款衛生費であります。１目保健衛生総務費の主なものは、食生活改善等を推進

する保健総務一般経費４６２万１,０００円、乳児・１歳６カ月・３歳児健診等を実施する母子

保健事業６２８万２,０００円、チャイルドシート購入に対する助成事業１０万円、救急医療体

制事業１,５３８万２,０００円、温泉利用施設等整備事業４億７,３７８万５,０００円でありま

す。 

 次に７３ページでございます。予防費であります。８,１４０万２,０００円の計上であります

が、基本検診、がん検診、脳ドック、予防接種等を行う経費であります。旧大島町のみで行って

おりました脳ドックにつきましては、町内全域で実施することといたしまして、検診の自己負担

額につきましても調整を行っております。 

 ７４ページでございます。環境衛生総務費は、周防大島町の一般廃棄物処理計画の策定経費、

合併処理浄化槽設置補助金、柳井地域広域水道企業団への出資金等が主なものであります。 

 次に７６ページであります。火葬場費は、町内３カ所の火葬場管理経費を計上するとともに、

大島地区の火葬場の老朽化に伴い、葬儀、葬祭も可能な斎場を１８年度までの２カ年にわたり建

設するための経費２億９,２４７万５,０００円を計上しております。総事業費は債務負担行為と

合わせまして７億２６０万１,０００円であります。財源といたしましては合併特例債を予定し

ております。 

 ７９ページをお願いいたします。２項清掃費２目じんかい処理費であります。じんかい処理経

費、じんかい処理施設管理経費、一般廃棄物処理施設等建設費の計上であります。じんかい処理

経費は、ごみ収集処理委託７,６３５万円、清掃車購入費８９２万５,０００円の計上が主なもの

であります。じんかい処理施設管理費は、清掃センターの維持管理経費を計上するとともに旧焼

却施設を解体する経費を計上いたしました。ダイオキシン対策等慎重な作業を要するため２カ年

の事業期間とし、総額１億１,７８５万２,０００円のうち、今年度分５,２４０万円を計上して
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おります。したがいまして、債務負担行為の限度額を６,５４５万２,０００円とするものであり

ます。 

 一般廃棄物処理施設等建設費は、４億９,７２１万７,０００円の計上でありますが、大泊地区

に一般廃棄物最終処分場及びリサイクルプラザを建設することとし、債務負担行為にもあります

ように、平成１９年度までの事業とし、総額２４億９０万５,０００円を予定しております。財

源は循環型社会形成推進交付金及び合併特例債を見込んでおります。 

 ８１ページでありますが、し尿処理経費は、衛生センターの維持管理経費であります。 

 ８３ページからは５款農林水産業費であります。１項農業費の１目農業委員会費は、農業委員

の報酬及び新規事業といたしまして、農地情報管理システム導入委託料１,１７６万円が主なも

のであります。 

 ８６ページであります。農業振興費は当初予算の概要の１７ページのとおり、農業振興対策一

般経費から農園施設管理経費までの事業を合わせまして１億２,９９５万７,０００円の計上であ

りますが、農業振興対策一般経費といたしまして、農業振興地域整備計画を策定することとして

おります。またグリーンツーリズム推進、これに関連し、美しい村づくり支援事業を新規に立ち

上げることといたしました。 

 特産対策事業では、競争力強化生産総合対策事業、地産地消対応型園芸産地育成事業、被害防

止施設緊急整備事業等を引き続き実施し、本町の基幹産業でありますかんきつ栽培を支援するこ

ととしております。 

 中山間地域等直接支払い制度は、平成１６年度までの予定でありましたが、１７年度からさら

に５年間継続されることとなりましたので、その経費を計上しております。 

 ８９ページからは農地費になります。ため池の改修による災害の未然防止とかんがい用水確保

のための団体営ため池等整備事業、農道整備等を行う単県農産漁村整備事業、県が実施をいたし

ます農道整備等に対する負担金である県営農業基盤整備事業、国庫補助金を受けて農道整備を行

う里地棚田保全整備事業等を合わせまして３億３,６１５万６,０００円の計上であります。 

 ９２ページからの林業費でございますが、タヌキ、イノシシ等の有害鳥獣を捕獲するための委

託料４６０万円、林道文殊屋代線開設事業費３,９０５万１,０００円が主なものとなっておりま

す。 

 ９５ページからは水産業費となります。 

 ９６ページの水産業振興費における消耗品９６７万円は、種苗放流等の種苗購入費及び海岸清

掃を行う際のごみ袋代であります。車輌船舶借り上げ料につきましては、海底清掃を行う際の船

舶借り上げ料であります。 

 工事請負費２,８８２万５,０００円は、魚礁設置事業にかかわるものであります。 
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 ９７ページであります。負担金補助及び交付金のうち、漁業担い手育成支援事業補助金は新規

事業であります。地元漁業者による共同体に国県町で補助を行いまして、自己負担とあわせまし

て地域水産物の直販施設を建設しようとするものであります。 

 ９８ページの漁港建設費は、７億１,２５９万円の計上であります。事業内容は、椋野漁港の

漁港環境整備事業、三蒲漁港ほかの地域水産物供給基盤整備事業、油田漁港ほかの広域水産物供

給基盤整備事業、浮島漁港の漁村再生交付金事業、椋野漁港における漁業集落環境整備事業であ

ります。 

 ９９ページは和田漁港ほかの海岸保全整備事業費１億６,６３５万円であります。 

 １００ページから６款商工費となります。 

 １０１ページの２目商工業振興費は、商工振興事業、交通対策事業、廃止バス路線代替運行事

業、離島交通対策事業、ウィンドパーク管理運営経費、竜崎温泉管理運営経費、グリーンステイ

ながうら管理運営経費、中小企業従業員住宅管理経費を合わせまして、２億６,２４１万

８,０００円の計上であります。 

 まず商工振興事業では、１０４ページの町内各商工会事業を支援する商工振興事業補助金

１,７６７万１,０００円に加え、商工会合併を支援するために広域支援体制整備促進事業補助金

を２７６万６,０００円計上しております。また東和ふるさとセンター運営補助金１,６５７万

５,０００円も計上しております。 

 交通対策事業は、防長バス及び中国ＪＲバスに対する生活路線維持負担金３,７５５万

５,０００円の計上であります。廃止バス路線代替運行事業は、白木線への廃止バス路線代替運

行補助金、奥畑線への生活バス路線対策補助金を計上しております。 

 離島対策事業は、笠佐航路の運行経費、ウィンドパーク管理運営経費、竜崎温泉管理運営経費、

グリーンステイながうら管理運営経費、中小企業従業員住宅管理経費、それぞれ施設の維持管理

経費の計上であります。 

 １０５ページであります。観光費委託料では、屋代ダム周辺公園の管理委託８０６万５,０００円、

片添ケ浜海浜公園及び施設管理委託４,２９８万２,０００円、久賀ふるさと館の管理委託

４７３万４,０００円等であります。 

 １０６ページの工事請負費２,９８０万円は、国道４３７号線改良に伴う青少年旅行村ケビン

の解体及び新築、道の駅手すり取りかえ等の工事であります。負担金補助及び交付金では、旧町

単位で設置されておりました観光協会を周防大島町観光協会として再編成するための補助金

４０８万５,０００円、各イベント実行委員会への補助金等を計上いたしました。 

 １０７ページからは７款土木費となります。 

 １０９ページをお開き願います。２項の道路橋梁費であります。１目道路橋梁維持費には、町
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道等の草刈りなどを行うための賃金１,１８０万円、道路台帳整備のための委託料１,０１５万

３,０００円、道路維持にかかわる工事請負費、原材料費等を計上しております。 

 １１０ページの道路新設改良費におきましては、町道上浜線ほかの工事請負費、土地購入費及

び県道改良に係る県事業負担金を計上いたしております。 

 １１１ページの３項河川費では、２目河川建設費におきまして、自然災害防止、海岸局部改良

等の県事業負担金の計上が主なものであります。 

 １１２ページであります。４項港湾費では、排水機場及びポンプの管理委託料、港湾改修、海

岸高潮対策等々の県事業負担金の計上であります。 

 １１３ページ、都市計画費におきましては、片添ケ浜公園整備にかかわる都市公園事業県負担

金が主なものであります。２０１１年の国体引き受けを目標に早期完成を図るということであり

ます。 

 続きまして、６項住宅費であります。一般公営住宅及び特定公共賃貸住宅の維持管理経費を計

上するとともに公営住宅ストック総合活用計画を策定し、今後の公営住宅管理に資することとい

たしました。 

 １１５ページでございます。８款消防費となります。１目の常備消防費経費は柳井地区広域消

防組合の負担金４億１,９５８万５,０００円であります。２目非常備消防費では、消防団員に対

する報酬及び執務手当の計上に加えまして、備品購入費として消防関係備品を整備し、有事に備

えることといたしました。 

 １１７ページ、災害対策費におきましては、早期に防災体制の確立を図るために必要となりま

す地域防災計画を策定するための委託料９９７万５,０００円を計上いたしました。また本町は

東南海地震・南海地震防災対策推進地域に指定されていることから、住宅の耐震診断を実施する

ことといたしました。さらには、本年１１月６日に本町におきまして、山口県総合防災訓練を開

催することとし、これに要する消耗品及び負担金等を計上しております。 

 １１８ページからは９款の教育費であります。１項の教育総務費１目教育委員会費は、教育委

員会の報酬等の計上であります。２目事務局費におきましては、豊かな体験活動推進事業委託金

２３５万円、町内小中学校の校舎、体育館等の耐震診断を行う委託料９５４万４,０００円を計

上するとともに、教育指導強化を図るため県教育委員会より派遣指導主事１名及び当て指導主事

２名を受け入れることとし、派遣指導主事１名分の給与費負担金を計上しております。 

 １２１ページからは２項小学校費であります。町内１４小学校の管理経費及び教育振興経費の

計上でありますが、学校管理費におきまして、遠距離児童通学費補助では、対象児童につきまし

て全額補助を行うことで調整がなされております。また教育振興費の備品購入費は、教科書改訂

に伴う指導者の購入経費の計上であります。 
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 １２４ページ、３項の中学校費であります。町内９中学校の管理教育振興経費であります。小

学校と同様に遠距離生徒への通学費を全額補助することとしております。 

 １２６ページの教育振興費におきましては、県大等派遣補助金４００万円の計上と、外国青年

英語指導助手が７月で交替をいたしますので、その帰国及び着任に要する経費を計上しておりま

す。 

 １２７ページからは４項社会教育費であります。１目社会教育総務費では、派遣社会教育主事

３名分の負担金７８０万円、各婦人会への活動補助金２０６万２,０００円、青少年健全育成事

業として成人式の開催経費及び町内小学校の６年生を対象に大島商船高専の大島丸を借り上げ実

施いたします洋上セミナーの経費を計上いたしております。またふるさと文化推進事業といたし

まして、橘、大島の文化を高める会への補助金、平成１８年度に開催されます国民文化祭の準備

のための実行委員会への補助金を計上するとともに情報通信技術講習、高齢者女性学級を開催す

る経費も計上しております。 

 １２９ページ、２目公民館費でありますが、大島、久賀、椋野、東和、橘、日良居、それぞれ

各公民館及びかんころ学園の管理運営経費の計上であります。 

 １３１ページ、３目図書館費では、人件費及び図書館運営経費、図書館購入費の計上が主なも

のであります。 

 １３３ページの５目は、町内の各種社会教育施設の管理運営経費であります。当初予算の概要

の２３ページにありますとおり、文化センターから橘民俗資料館までの各施設の管理運営経費と

なっております。 

 １３５ページの負担金補助及び交付金のうち１,０７０万３,０００円は、八幡生涯学習村の管

理を行っております財団法人生涯学習振興財団への負担金であります。 

 １３５ページからは、５項保健体育費であります。 

 １３７ページの町体育協会補助金は、サザンセト大島少年サッカー大会、サザンセト大島ロー

ドレース大会等々の大会を開催する経費として１,０６１万８,０００円を計上いたしました。ま

たスポーツ少年団への補助金２４６万３,０００円も計上いたしております。 

 ２目の体育施設管理費は、当初予算の概要２３ページのとおり、町民グラウンド管理運営経費

から陸上競技場管理運営経費までの各施設の管理運営経費を計上したものであります。陸上競技

場は第３種公認を受けておりますが、本年１０月が５年に１度の再認定の時期に当たりますため、

再度公認を受けるために必要な経費を計上しております。 

 １３８ページ、３目学校給食費でございますが、町内４カ所の学校給食センター並びに浮島及

び情島の給食調理場の管理運営経費を合わせて１億６,１４４万６,０００円の計上であります。 

 １４０ページをお願いいたします。１０款の災害復旧費であります。昨年の台風災害における
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漁港施設の補助災害復旧事業費といたしまして、１４カ所分４億１,５６４万円の計上でありま

す。 

 １４３ページの１１款公債費におきましては、町債の償還元金２５億１,８７３万５,０００円

及び利息６億１,２２６万円に一時借入金の利息といたしまして３００万円を見込み、合わせて

３１億３,３９９万５,０００円の計上であります。 

 １４４ページ、１２款諸支出金２項繰り出し金１目繰り出し金におきましては、説明欄にあり

ますとおり、国民健康保険事業特別会計から公営企業局企業会計まで、各特別会計への繰り出し

金といたしまして、２８億３,２６６万３,０００円を計上しております。 

 １４５ページの予備費では３,０００万円を計上しております。 

 予算書の後段になりますけども、１４７ページからは給与費の明細書であります。また

１５３ページ、これは地方債に関する調書、１５４ページは債務負担行為に関する調書というこ

とになっております。 

 以上、議案第１号平成１７年度周防大島町一般会計予算につきまして、補足説明を終わります。

何とぞ慎重審議の上、御議決賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩をいたします。１５分間休憩いたします。２時５分まで休憩し

ます。 

午後１時48分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時11分再開 

○議長（新山 玄雄君）  再開をいたします。 

 先ほど説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。当初予算の質疑につきましては、

歳入を一括質疑とし、歳出は款ごとに行います。 

 それでは、歳入について質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  それでは、歳入について質疑を行います。先ほどから休憩中に

ですね、それぞれ各町議会のやり方というのがそれぞれあって、資料提出も出されましたが、今

回基本的には無理だというふうに考えております。それで今までの旧町の中からですね、私たち

が既に資料として提出してもらっていた分、それに付随する部分から質疑をしたいというふうに

思います。 

 まず町民税でありますが、基本的にはですね、御承知のとおり個人においては均等割、そして

所得割と。そしてまた法人においては均等割、所得割ということになります。それぞれですね、

５ページですが、それぞれ何人、何法人を基礎に行っているのか聞いておきたいというふうに思

います。これが税にかかわる部分です。 
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 次にですね、次に地方交付税について質問します。この点ではですね、１２年度対比では──

失礼、前年度対比、いわゆる１２月ではなしにですね、１６年度、旧４町分から見れば若干の増

額になっております。これは御承知のように、普通交付税、１６年度はですね、大幅に減という

ことがベースになってですね、実は普通交付税が大幅にカットされたということであります。で

すから、私も１６年度当初と対比もちょっと難しいんじゃなかろうかというふうに考えておりま

す。その点で普通交付税でですね、今回特定目的分、例えば起債償還分に当たる分や、そしてま

た一般財源化分に当たる部分等、特定目的になっておりますからその部分も報告を求めておきた

いというふうに思います。それとあわせて、今回かなりの当初から特別交付税が入っております

ので、この内訳についても報告を求めておきたいというふうに思います。 

 次に、各今回商工使用料等出されております。これもやはりですね、当初ですからそれぞれで

すね、人数見通しをもとに積算されたというふうに考えておりますので、商工使用料等について

ですね、報告を求めておきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  まず私の方から交付税関係の御質問に対して御答弁させていただき

ます。普通交付税の特定目的分といいますか、その点についての御質問をいただきましたけども、

まず起債償還分ですけれども、これ２３億４,８００万円程度参入されておるというふうに見込

んでおります。それが一般財源化分ということでございますけれども、国保関係になろうかと思

いますけども、この国保の一般財源化分として７,１００万円程度が見込まれております。 

 それから特別交付税の関係で内訳ということでございますけれども、特交について内訳という

のは特にあれなんですけれども、強いて挙げれば企業局関係への繰り出し分といいますか、これ

で特別交付税として負債残病院分とか救急病院分等と合わせまして約１億８,２００万円程度を

見込んでおります。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  １２ページの商工使用料でございますが、各施設の使用料でこ

れの算出根拠となる人数でございますが、これにつきましては実績に基づいて積算をしておりま

すが、人数的なもの、今資料手持ちがございませんので、申しわけないんですが後日ということ

にさしていただきたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  村田総務部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  町民税の関係で個人と法人の人数の基礎は幾らかという御質問でご

ざいます。今担当課長、外へ出かけております。後ほど答弁さしていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 
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○議員（１６番 広田 清晴君）  次にですね、実際的には資料並びに答弁者がいないということ

でありますが、それぞれですね、私は基礎根拠があるというふうに考えております。例えば竜崎

温泉商工使用料等についてもですね、売り上げ等があって、それに７％掛けたものが純粋に上が

っておるのかどうなのか、その辺が基本的にはわかるのかどうなのか。あわせてですね、実際的

には先ほどまとめて説明されましたけど、やっぱりここで出てくるですね、いわゆる各種使用料

等ですね──と、いわゆる出ぬ方の委託料等がかなり連携がありますのでですね、ぜひ早目に資

料等を取り寄せていただきたいというふうに思います。歳入の方は以上、終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  続きまして、歳出の質疑を行います。 

 １款議会費について質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 ２款総務費について質疑はありませんか。総務費でございます。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  一つは新たにですね、合併後組んだと言われる部分でですね、

今までは行政連絡員として２,１９０万円が支出されてて──２,１９０万円、これがいわゆる自

治会長等へ対する支出ですが、新たに今年度ですね、奨励費としてですね、今ちょっとページ数

を出てきませんが、実際的には金額が組まれておるはずです。それの基本的考え方、基本的考え

方をまず報告を求めたいというふうに思います。 

 それともう１点がですね、合併後、支所に一定程度の権限を移すということでですね、今回先

ほど説明があったように、原材料費及び小規模事業補助金でプラスで８００万円という計算にな

ります。それでこれはですね、各支所にいわゆる振り分けということになるとですね、こっちの

説明の方で振り分けということになるとですね、実は最低ライン、これも後から出てきますが、

実際的にはですね、建設部の関係する道路維持にかかわる部分がいわゆる１年間で７００万円の

当初予算ですから、これを足したところでですね、ほとんど間に合わん。言うなれば、旧４町の

２町分にもならんのじゃないかと、道路維持等にかかわる一番要求の強い部分が。そうなるとで

すね、実際的にはどういう配分にしていくのか。また最低分を決めてですね、人口の多いところ

はそれなりに人口比率でふやしていくという格好をしていかんとですね、なかなか改善が進まな

いという面があるのでですね、あわせてですね、ここでは工事材料費及び小規模施設事業補助金

等についてですね、どういう運用方を考えてるのか聞いておきたいというふうに思います。 

 それと、まあいいです。お願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  中野企画課長。 
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○企画課長（中野 守雄君）  自治会振興奨励金についてお答えいたします。 

 基本的に均等割が２万５,０００円、で、基本的に後ほどのあとの世帯割というのがございま

して、基本的に２０世帯までが１,０００円、２１世帯を超える部分については５００円という

ことで基本的な世帯割を設定しております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  村田総務部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  支所及び出張所費の関係でございまして、予算書４５ページ、工事

請負費に６００万円、原材料費に４００万円、負担金補助及び交付金に４００万円ということで

当初計上させていただいております。４つの支所でございますので、単純に割りますと１５０万

円、１００万円、１００万円という予算の割り当てでございます。当面、今年度初めて通年予算

ということで、どの程度の需要があるかどうかというのがはっきりつかまえておりません。した

がいまして、要望等が満杯になって予算をオーバーするというような場合には、当然補正で対応

していくという考え方にあります。当面は１５０、１００、１００の頭出しということで御理解

いただいたらと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  基本的には満杯になればという答弁があったんですが、次に移

りたいというふうに思いますが。もう１点は、いわゆる今年度かなり各計画を立てるようになっ

ております。行革も含めてですね、いろいろ計画を立てるようになっています。その中で今回で

すね、公用車運転経費として２４０万円組んでおられます。この根拠いうのがですね、実は私は

旧町時代からずっと言ってきたんですが、公用車の運用についてはですね、できるだけ節約して

少なくともいわゆる出勤のため、これは出勤、いわゆる登庁のための、登庁のための部分は少な

くとも節約できるんじゃないかということで旧町時代も言ってきました。各町議会言われたかど

うかはわかりませんが、根拠としてですね、２４０万円をできるだけ節約するとすればですね、

いわゆる出勤に対する、登庁に対するですね、公用車の運行をとりやめればかなりの節減になる

というふうに考えておりますが、その点の考え方、２４０万円の考え方について質問いたします。 

○議長（新山 玄雄君）  村田総務部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  これは月額２０万円ということの１２カ月分の２４０万円を想定し

て予算化をしております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  私はですね、かなりむだを省くという点でですね、言ってきま

したが、実際的にはですね、いわゆる町、特別職においてもそれぞれ、例えば通勤費等があると

いうふうにとらえてよろしいかと思うんですよ。やっぱりそれなりに特別職といえどもですね、
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係る実費についてはですね、実際的には町の職員並み同様にですね、やっぱりあるというふうに

考えています。それがやっぱり出勤時ということになるとですね、私は公務の出発は基本的には

いろいろあるけど庁舎に出勤してから公務が始まると。当然それは早期の出張もあろうし、いろ

いろあるというふうに考えておりますが、２０万円で単純にですね、１２カ月で２４０万円、私

はこの面ではですね、かなりの考え方によってはですね、町長公用車をすぐに廃止するんではな

しに、いわゆる出勤時に対する廃止、これによることによって今の月額２０万円というのは大幅

に変わってくると、それはいわゆる節約の範囲だというふうに考えております。その点で私はや

はり再考が必要であるというふうに考えております。 

 以上の点で一応款のですね、総務費については質疑を終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁いいですね。答弁いいです、今のは。（発言する者あり）村田総務

部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  今の２０万円でございますが、これは今広田議員節約云々という話

がございましたが、これはもう月額で２０万円ということでございますので、出勤云々はかかわ

らず、当然運転される方は出勤されて業務についておると。で、運転業務がない場合にはいろい

ろな、例えば周辺の草刈りとかあわせてやっていただくというような関係も含めて業務について

いただくという対応で考えております。 

○議長（新山 玄雄君）  質疑３回でございます。３回。 

 では、次に移ります。３款民生費について質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  基本的には１点だけ聞いておきます。これは所管委員会、文教

なんで、１件だけ聞いておきます。言いますのが、歳入で聞いてもいいわけなんですが、御承知

のように私たちが県補助金等を見るときにですね、実際的に県補助が今まではそれぞれメニュー

ごとに補助規定があってやられたというふうになっておりますね。それが昨年か、１６年度か

１５年度からですね、一括していわゆる一くくりで県補助、いわゆる支援の形をとっております。

その点でですね、ちょっと答弁を求めておきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  確かに以前は旧大島町につきましては、そういったようにそれぞれ

のメニューごとに補助対象部分、で補助金幾らというような予算の出し方をしておりましたけど

も、元来、介護予防の補助金につきましては、トータルの事業の中で幾らという補助、補助率等、

いろんな面について補助率も違うかと思いますけども、それが一括して補助としては入ってきて

おりますので、今の予算計上のような形態をとらせていただいておるということです。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 
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○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的にはですね、歳入についても所管委員会ですから委員会

で聞くということにしときましょう。終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  移ります。４款衛生費について質疑はありませんか。中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  ７９ページのね、建設委員ですよね。これは恐らく大泊へでき

るごみ処理場の建設委員のことだろうと思うんですが、どういう方々がなるのか。 

 それと、８１ページのごみ収集処理ですよね。あれは各町全部違うとったと思うんですが、こ

のたびは新町になってどういうごみの処理の仕方をやっていくのか。それと施設巡回管理業務と

いうのはどこの施設を巡回管理業務するのか。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  建設委員になりますが、一応予算が通りましたら検討してまい

りたいと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  東原生活衛生課長。 

○生活衛生課長（東原 正一君）  ごみ収集業務につきましては、各町をそのまま変わるわけには、

すぐ変えるわけにはまいりませんので、各町のそれぞれ仕分けして、ごみ収集は行います。 

 それから施設の巡回管理業務ですが、これは例えば橘町でしたら、旧橘町でしたら大泊にござ

いますあれと、そういうところの一応重機を買っておるそれで不燃物を、埋め立ての不燃物を埋

めるところへ重機を置いてますので、それの巡回でございます。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  建設委員はだれかというのはまだ予算が通らにゃ大体どういう

人が建設委員になるというのは言えないのですか。それと、今のこのごみの収集ですよね、この

振り分けっていうか、この４町今まで違うけど、新町になったらもうみんなに、皆さんに平等に

まんべんなくと、このごみ収集だけが今までどおりというのはちょっとおかしいのじゃないかと。 

 それと今の施設巡回管理業務というのは大島郡のどういうとこにどういうふうなのがあるのか、

私自身は橘町のことしかわからないので、あとの旧３町はどことどこにあるのか教えていただき

たいんですが。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  ただいま委員さんの予定は９名だけしか決定しておりません。 

○議員（２０番 中本 博明君）  どういう人がなるのかも説明してね。 

○環境生活部長（田村  博君）  施設建設の近隣地域の関係者から町長が一応委嘱するという案

であります。 

○議員（２０番 中本 博明君）  できにゃ、資料後日でもええよ。 
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○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  後ほど資料そろえて答弁させていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  それでは、ほかに質疑はございませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  ７１ページのですね、３５歳以上対象超音波検査というのがござ

いますけども、これは乳がん検診のことでしょうか。 

 それと、７９ページ、清掃センターの環境保全審議会委員という予算ありますけども、これは

今まで保全審議会というのがありましたけど、これのことでしょうか。それで今までは結構これ

久賀でも問題になったわけですが、視察に行っておりましたが視察はとりやめたと、もう。新町

になったらやらないということでしょうか。その２つを御答弁お願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  濱田環境施設課長。 

○環境施設課長（濱田 武重君）  では、浜戸議員さんの質問にお答えをいたします。清掃セン

ター環境保全審議会というのは旧環境衛生施設組合の当時からありまして、清掃センターの近隣

地区の地権者の皆さんで構成をしておりまして、施設の運転管理とかですね、あとそういう点で

指導、指導っていうんですか、実際見ていただいて、年に１回運転状況の報告をしているような

組織であります。で、メンバーはですね、やはり地域の施設の周辺の地権者ということで、ほと

んど変わりはないと思いますが、視察につきましては新町になりまして予算措置はしておりませ

ん。 

 以上でございます。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  していません。 

○環境施設課長（濱田 武重君）  いません。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  わかりました。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  ７１ページの３５歳以上対象超音波検査、これは妊産婦の検査、

妊産婦の検査です。 

○議長（新山 玄雄君）  浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  ほんなら女性議員がおったら女性議員が質問するところなんでし

ょうけども、最近近隣でも乳がん検診をやっております。ぜひ当町でもですね、これ御検討願え

たらと思うんですが、いかがですか。 

○議長（新山 玄雄君）  馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  これまで乳がん検診におきましては、視触診ということでやっ

ておりましたが、これから新年度からマーモグラフィーによる検診も実施したいというふうな予

算を計上しております。 
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○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  衛生費で２件聞いておきたいと思います。いいますのが、それ

ぞれ浄化槽設置事業補助金としてですね、３,９６３万６,０００円組まれております。これは年

度当初の計画としてはですね、年度当初の計画としては何人槽それぞれどういう計画でいっとる

んか、あわせて報告を求めておきたいというふうに思います。 

 また今回火葬場──こっち回っちょる。火葬場もこっち回っちょるか。（発言する者あり）い

や、ええです。一応ですね、（「産業」と呼ぶ者あり）産業の方にそれぞれまた付託の中身がで

すね、実際わからんで、所管の中身がですね、わかりにくいんでちょっと質疑をしちょきたいと

思いますが、今年度ですね、火葬場工事としてですね、２億８,１７８万１,０００円、先ほど部

長の方からは全体計画としては７億円ちょっとという格好で説明がありました。本年度はですね、

どこまでやろうとするのか、いわゆる土地の造成から始まってですね、どこまでやろうとするの

か、聞いときたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  合併浄化槽の件でございますが、今予定しておりますのが５人

槽の４０基、７人槽の３４基、１０人槽の３基、で、金額は３,９６６万３,０００円を計上して

おります。 

 それから斎場でありますが、１７年度は造成工事、それから建築工事、それから給水ボーリン

グ工事と設計管理の委託料ということであります。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はございませんか。 

 なお、質疑の際にはページ数を示して質疑をしていただきますようにお願いいたします。 

 それでは移ります。５款農林水産業費について、質疑はありませんか。中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  ちょっと８８ページです。今まであったと思うんですが、もう

１回聞いてみようと思うんですが。中山間地域等直接支払い交付金ですよね、そういうふうな格

好に使うのか、この金は。 

 それと９６ページ、委託料ですよね。これは恐らく海の掃除じゃないかと思うんですが。どう

いうふうな委託のやり方をするのか、その２点です。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えをいたします。 

 初めに８８ページの中山間地域等直接支払い交付金でございますが、これにつきましては事業

概要ということでございますので説明いたします。中山間地域等の農用地について生産条件を是

正いたしまして、多面的な機能の維持増進を図るために５年間継続して農用地の維持管理を行う

農業者等に交付金を交付する制度でございます。補助率が国が２分の１の、県が４分の１、町が
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４分の１でございます。 

 続きまして９６ページでございますが、委託料のところに廃プラ等ごみ処理、これが２０万

１,０００円、収集物運搬処理業務１９９万１,０００円等ございます。これにつきましては、漁

場の環境保全総合美化推進事業でございます。ビニールとかプラスチック類、で、流木等の廃棄

物が多く収集しておる、これを防止または撤去するものでございます。２年に１度実施をしてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  この中山間の今の補助金って言いよったけど、これはそうした

らミカンの木を切った後の補助をするんですか。ちょっとようそこのとこは声が小さかったんで、

耳がちょっと悪いもんで。それとこの委託ですよね、どういうところへ委託するのか、それが抜

けちょったと思うんですよ。 

○議長（新山 玄雄君）  山本農林課長。 

○農林課長（山本 定雪君）  お答えします。 

 中山間の件ですけども、ミカンの木を切ったのではなしに、耕作放棄が増加することにより、

これを多面的に、部長が言いましたように多面的な機能が低下が懸念されているので、その事業

ということでございます。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 ９６ページの委託料でございますが、これにつきましては、各組合からの要望がありまして予

算組みをしております。特に海底などの底引きをする、底引き網をする等のことから要望が出て

おります。この地区につきましては、橘地区、大島地区、橘……すいません、この久賀等はこれ

につきましては、底引きが少ないということで要望が少ないということになっております。他の

２地区からの要望でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  ああ、先ええよ。 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員、ほんじゃ。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  ２点ほど伺います。 

 ８８ページですが、美しい村づくり支援事業負担金とあります。まず事業の概要、それから事

業規模ですね、どういった規模で行われるのか。それから対象はどういう対象でやられるのか、

地域はどういう方でやられるのか、主体はどういうことでやられるのかというような部分を御説
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明を願いたいと思います。 

 それと２点目が１０４ページですが、商工振興事業補助金１,７６７万１,０００円とあります

が、この金額についての質問です。簡単に言いますと、現在あります、町内にあります４商工会

への…… 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員、農林水産、款ごとにやってますから次に回してください。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  ああ、款ごとにですか。失礼しました。 

○議長（新山 玄雄君）  山本農林課長。 

○農林課長（山本 定雪君）  お答えします。 

 美しい村づくり支援事業でございますけれども、総務部長が先ほど申し上げましたように、こ

れはグリーンツーリズムの事業の関連がございまして、今年度、来年度一応県が事業主体で美し

い村づくりに取り組み、住民活動の地域活動に対する専門的知識を有する大学やＮＰＯ等の法人

と連携し、地方公共団体職員また地域住民などの能力構築を通じて地域体制づくりをつくるとい

うことでございます。 

 それで今グリーンツーリズムの関係がございましたが、結局グリーンツーリズムでは予算が少

ないんで、この一応県がこの美しい村づくり支援事業を負担することによってグリーンツーリズ

ムの事業を推進しましょうという事業でございます。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  ということは、具体的に主体をされるその簡単に言えばＮＰＯ

というか、その主体者はもう決まっておるということ、そういうふうに受けとめていいですか。 

○議長（新山 玄雄君）  山本農林課長。 

○農林課長（山本 定雪君）  これはあくまでの事業主体は山口県です。で、うちが、町が４分の

１の補助を払って７５万円、事業費は３００万円ということです。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。平野議員。 

○議員（４番 平野 和生君）  １点だけお伺いいたします。９７ページの漁業担い手育成支援事

業補助金のことなんですが、これ新しい言葉で初めて耳にするんで、どういう人が対象になるの

か、補助金という限りお金を補助してくれるということで限度額とかわかればお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えをいたします。 

 最初にすいません、先ほどに返りますけれども、９６ページの漁場環境保全整備美化推進事業

でございますが、先ほど各組合ですが、各地区の組合ですが、久賀、大島、久賀、東和ですね、
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久賀、東和と申しましたが、要望がありましたのは東和、橘地区で、久賀と大島は底引き網が少

ないということで要望がないということでございます。訂正させていただきます、すいません。 

 それとただいまの９７ページの漁業担い手育成支援事業の補助金でございますが、これ新規で

ございまして、補足説明にありましたけれども、これは正式には中核的漁業者協業体育成事業と

申しまして、通称「もうかる漁業」と申しております。県が認定する漁業共同改革改善計画に基

づいて行う担い手の総合的な活動を支援するものでございます。 

 事業内容といたしましては、販売施設の設置、それと調理台とか冷蔵庫の設置を行います。事

業主体は協業体と申しまして、組合員が中心の構成になっております。補助率が国、これは漁連

を通しましてですが、国が６分の３、県が６分の１、町が６分の１、事業主体が６分の１でござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  まずページ数で言いましたら９９ページです。漁港の関係で聞

いておきたいというふうに思います。 

 今回まとめて６億６,４７９万円という下りになっておりますが、それぞれですね、今までの

継続部分の残りがそれぞれあるというふうに考えております。例えば漁港でいえば、大島町でい

えば北と南、そして久賀でいえば椋野、そして久賀弁天っていいますかね。そのほかあると思い

ますのでそれぞれ区分けしてですね、事業の報告を求めたいというふうに思います。これが漁港

建設についてです。 

 それともう１点はですね、今それぞれ各議員が初めてのメニューで聞いた、いわゆる漁業担い

手育成支援事業補助金ということなんですが、事業そのものはですね、基本的には産直センター

的なものなのかどうなのかはちょっとわかりにくいんですよ。いいますのが、通常なら漁業製品

や、いわゆる海産物ですよね、海産物やですね、そしてまた農業製品をそこでとれたものを販売

するという建物のためなのか、それとも漁業だけに絞ったものなのか、もう少しですね、説明が

要るんじゃないかというふうに考えております。 

 また魚にしてもですね、鮮魚と、そしてまた死んだ魚とはいわゆる設置費が違います。という

のが、やっぱり鮮魚なら逆に今度はポンプアップが要るいう格好でですね、もう少し新規メニ

ューなのでですね、説明を求めておきたいというふうに思います。 

 それとあわせて実は漁業近代化利子補給金についても質疑をしておきたいというふうに思いま

す。これも補正で聞いちょきゃよかったんですが、補正論議のときに抜かしとったのでですね、

実際的に今ですね、漁業者、ページ数は同じ９７ページです。９７ページのですね、漁業近代化

利子補給金、元金等がどのような状況なのか、今資料があればですね、報告を求めておきたいと
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いうふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 ９７ページの初めに、漁業近代化資金利子補給金でございますが、これは平成１６年６月末現

在ですが、５３件の１億６,７７８万７,０００円の融資残高になっております。それと同じく

９７ページの漁業担い手育成支援事業の補助金でございますが、これにつきましては、鮮魚、そ

れにまた漁業製品の加工等の直売でございます。 

 ９９ページの工事請負費６億６,４７９万円でございますが、これは５つの事業がございます。

大きく分けて５つの事業がございますが、初めに椋野地区の漁港環境整備事業、これが９,３１１万

円、地域水産物供給基盤整備事業、これが地区が３地区ございます。大島北地区、大島南地区、

東和地区となっております。大島北地区が１億５,１７２万５,０００円、大島南地区が１,３２３万

円、東和地区が４,７４６万円でございます。東和地区広域水産物供給基盤整備事業ですが、こ

れも２港ございまして、湯田漁港、馬ケ原でございますが、１億４,４４８万円、白木漁港、船

越でございますが、９,５６５万５,０００円となっております。それと漁村再生交付金事業、こ

れは浮島の神浦でございます、６,７２８万円。椋野地区漁業集落環境整備事業４,９８５万円と

なっております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  これで３回目になると思いますが、実は海岸保全事業、これも

ですね、ずっと今後とも長く残ってくる事業ということになります。それで実際的に海岸保全は

すべて負担金でやっていくという格好で計画されとるというふうに思います。これもですね、一

くくりにしてありますので、財政当局の方には今県の海岸保全の負担率、いわゆる実際的に今

何％県に対する、県事業に対する負担率は何％なんか、実際的に。わかれば報告を求めておきた

いと、港湾部分ね、海岸保全部分……（「ちょっと項目が違うようです。」と呼ぶ者あり） 

○議長（新山 玄雄君）  款ごとにひとつ。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  海岸保全事業は農林水産じゃないんかね。 

○議長（新山 玄雄君）  違うようですから、その…… 

○議員（１６番 広田 清晴君）  それじゃ、この工事箇所３カ所というふうに聞いておりますが、

それぞれ３カ所聞いておきたいというふうに思います。 

 １００ページ、一くくりでですね、１億５,３０４万円やるということでなっております。こ

れについてはですね、３地区が引き続き工事予定されておると思いますので、実際的には聞いて

おきたいというふうに思います。 
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○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 １００ページの工事請負費１億５,３０４万円の内訳でございますが、３地区ございまして、

和田地区５,７１２万円、森野地区４,７４６万円、白木地区４,７４６万円、それに附帯単独工

事が１００万円でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。浜戸議員。 

○議員（６番 浜戸 信充君）  ８７ページですけども、かんきつ生産組織育成費補助金というの

がございますが、これは旧町にあります同志会いわゆる同志会組織への補助金なのかどうかとい

うことです。であるならば、同志会組織が窮地にあるわけですが、組織ごとに中身を教えてくだ

さい。 

 それと次、８８ページ、認定農業者の支援事業補助金がありますが、これも同じように組織ご

とに金額を教えてください。 

 それと有害鳥獣捕獲に予算委託がされておりますが、最近聞きますとまた旧東和町ではまたイ

ノシシの被害が多くなったというように聞いております。（発言する者あり）タヌキ被害も含め

て来年度の取り組み方について御説明を願います。 

○議長（新山 玄雄君）  山本農林課長。 

○農林課長（山本 定雪君）  お答えします。 

 まず最初に同志会のかんきつ生産組織育成費補助金のことでございますけども、一応これ

８０万円ほど計上いたしておりますけども、これ一応ＪＡが８０万円、町が８０万円でＪＡが

２分の１の補助ということになりまして、各地域の同志会は、今５地区ございます。森野と日良

居と安下床、久賀、大島、その金額の割り当て、中身ですけれども、これはあくまでもＪＡに補

助金出しますんで、ＪＡの方で決定されるそうです。 

 それと認定農業者、認定農業者の件ですけれども、これは今、周防大島町内旧４町で５６名い

らっしゃいます。それで、これは中身とおっしゃいましたけども、一応５,０００円の５６人と

いうことで計算しております。 

 それと有害鳥獣ですけれども、来年度の取り組みといいますけども、一応例年どおり事業を行

います。それで、有害鳥獣の捕獲でございますけども、一応タヌキが２,０００頭、カラスが

９００羽、イノシシが３０頭ということで、今考えております。それと、被害防除の防護ネット

等の事業がありますけれども、そちらの方でも一応計画いたしております。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 暫時休憩をいたします。１２分間、３時１５分まで休憩します。 

午後３時03分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時17分再開 

○議長（新山 玄雄君）  それでは、再開をいたします。 

 先ほど広田議員さんの質疑に対しまして、橋本税務課長が答弁いたします。橋本税務課長。 

○税務課長（橋本 澄夫君）  町県民税の個人、法人の数と金額についての内訳を申し上げます。

個人町民税につきましては、均等割が６,５５０人、金額が１,９６５万円、所得割につきまして

は６,０００人、４億３,４５４万８,０００円を見込んでおります。法人につきましては、均等

割を３２３社、２,５６０万円。法人税割を４,６８６万７,０００円を見込んでおります。 

 以上が内訳でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  続きまして、先ほど中本議員の質疑に対して、東原生活衛生課長が答弁

します。 

○生活衛生課長（東原 正一君）  ８０ページの１６万８,０００円の施設巡回管理業務委託の件

でございますが、これは橘処分場のユンボの点検整備でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  進行します。６款商工費について質疑はありませんか。魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  １０４ページの負担金のところですね。商工振興事業補助金

１,７６７万１,０００円という金額でございますが、町内４商工会への補助金だと思いますが、

伺ったところによりますと、単純に要するに出された金額の何％カットというようなことで、こ

の金額が出たというふうに伺っておりますが、昨年もそうだったんですが、申し込んだ金額に対

するそういうカット、一律カットというような対応をされておるようですが、補助金という性格

ではありますが、実際この商工会運営のメーンの財源でございまして、商工業の要するにメーン

の財源でございますので、非常に厳しいものを感じるわけでございますが、この金額になった過

程といいますか、根拠といいますか、そういったものをなるべく詳しく説明していただきたいと

思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えをいたします。 

 １０４ページでございますが、商工振興事業の補助金１,７６７万１,０００円の内訳でござい

ます。久賀商工会でございますが、平成１６年度が５２３万９,０００円でございまして、今回

３８４万円になっております。ただし、平成１６年度には御用聞きのシステム交付金、これが

１００万円含まれておりましたが、これは事業が廃止ということで、これがカットになっており
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ます。大島商工会ですが、平成１６年度が６５０万円、当初予算が５４９万７,０００円でござ

います。東和商工会ですが、平成１６年度が５３０万円、当初予算が４４２万円、橘商工会でご

ざいますが、平成１６年度が４６２万７,０００円に対しまして、当初予算が３９１万４,０００円

ということでございます。 

 各項目をチェックをいたしまして、厳しい財源の中から当初予算ということで配分していただ

いたということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  説明はそういう説明だと思うんですが、現実問題として、昨年

度補助をいただきましたその金額で、要するに平成１６年度商工会運営をしておるわけでござい

まして、その金額に対しますカット額が今言われた額でございますので、それに満たない部分は、

要するに事業を縮小するか、あるいは取りやめるかというようなことをやるしか、方法としたら

まずないんじゃないかというような状況に置かれるわけでございます。 

 昨年もそうだったんですが、一昨年に比べまして縮小しました部分は、幅で言いますと今年度

よりも今回よりも少なかったわけで、何とかこなしたわけですが、今回このような額を減額され

ますと、今度は来年度についてまた不安を覚えるわけでございまして、そのようなことにつきま

して、どうでしょうか、どのようにお考えですか。毎年毎年このような形で補助金というものを

考えられていくのか、カットしていくのかというようなことについてはいかがでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木助役。 

○助役（椎木  巧君）  商工会の補助金の削減ということでございますが、旧町でも非常に厳し

い財政状況の中で、各旧町から各町の商工会への補助金というのは、大分削減されておるという

状況はよく存じ上げております。 

 今年度、新町になりまして、新年度の補助金が各商工会から予算要求をいただいておりますが、

これを一律にカットしているというものではございません。要するに要求いただいたその中身に

ついて精査いたしておりまして、それの中で例えば経常的経費について、新町からの補助金で賄

うべきかどうかということがまずございます。また、各商工会におかれて独自の事業または補助

事業等をやられておられますが、これについて、町としていかほどを補助として出すべきかとい

うふうなこと等も検討を加えまして、この数字になったということでございますので、一律にカ

ットしたということではございません。 

 一番大きな問題としては、やはりぜひとも商工会にも独立といいますか、自前の財源で運営し

ていただくというのが原則でございますが、町の補助金が経常経費に当たるというふうなことで

は、非常に町の方としても厳しいということでございますので、できるだけ事業に対する補助金

を何％という形でこれからはやっていかなければならないのではないかというふうに思っており
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ますので、御理解いただきたいと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  魚谷議員。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  一律何％カットというような、そういう目安をまず考え直して

いただきたいということと、それから、要するに厳しい状況ではありますが、新しい事業や新し

いことや、そういう新しい取り組みに取り組もうという芽も摘まれるわけですよ、こういうこと

をされると。ですから、そういう点もぜひ考慮に入れて補助金というものを考えていただきたい

というふうに思っております。 

 もちろん、町の財政や、要するにそういった資金繰りといいますか、入りの方の減少、苦しい

状況も把握をしておりますが、それ以上に、要するにこの商工会運営については、非常にせっぱ

詰まったものがありますし、そういった点もぜひ考慮に入れて、今後対応していただきたいと思

います。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木助役。 

○助役（椎木  巧君）  まず、一律にカットしたんではないということは御理解いただきたいと

思います。例えば、その率だけで申しますと、前年度の額から言いますと、７３％、８５％、

８３％、８５％というふうな率になっております。 

 そこで今、魚谷議員さんの御指摘のように新しい芽を摘むのではないかという懸念もお示しに

なられましたが、新しい芽は育てんにゃいけんというのは当然のことでございますが、ただ、先

ほど申し上げましたように、この補助金の要求書を見てみますと、例えば人件費とか、または経

常的な経費のとこに町の補助金が当たるというふうな記載が見られたり、そういうふうな書き方

から見ると、町の方で経常的経費を見るというのではなくて、例えば事業がありましたら、その

事業費の中に当たる人件費の部分の何％を補助金で見るというような補助の対象というのは、当

然のことだと思いますが、通常の事業の経常的経費に補助金を出すというのは、どうかというふ

うなことも、ちゃんとヒアリングの中でから精査して出したつもりでございます。 

 できるだけ補助金の出しやすいような事業メニューというのもお考えいただきたいと思ってお

ります。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  議長、もう１回だけお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  ３回になっておりますので。 

○議員（１３番 魚谷 洋一君）  答弁要りませんから。 

 内容のことを今言われましたが、今年度、商工会から出したものは、昨年度まで出されて、各

旧４町で認められておる出し方なんですよ。ほいで、もし今年度から、要するに周防大島町にな

って、そういう出し方でいけませんよと、そういう出し方では認められませんよというのであれ

ば、申請をした時点で、ぜひそういうことは町の方から商工会の方へ、どうですか、こういうこ
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とはちょっと認められんのですがということを、まず僕は言ってほしいんですよ。それでないと、

商工会、要するに出す方としたら、今までどおりの出し方で認められた出し方で出してるわけで

すからね。今になってそういうことは言わないようにしてほしいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  商工関係で１件聞いておきたい。まず１件、聞きたいと思いま

す。 

 といいますのは、今回もそれぞれ公共交通対策として、生活交通路線維持負担金、ページ数は

１０４ページです。また、生活バス路線対策補助金と廃止バス路線代行運行補助金という格好で

それぞれ出されております。それで、基本的にはそれぞれ路線によって例えば振り分けができて

ると。例えばＪＲ、防長、白木線、そして奥畑線、というふうにできて、それぞれ廃止代替であ

れば、２分の１程度の補助か全額補助かわかりませんが、予算計上できちょると、予算上できと

るというふうに考えますので、それぞれについて、例えば報告を求めておきたいというふうに思

います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 １０４ページですが、初めに交通対策事業、生活交通路線の維持負担金でございますが、

３,７５５万５,０００円の内訳でございます。防長交通に２,０３５万７,０００円、ＪＲに

１,７１９万８,０００円となっております。これは補助がございます。その下の廃止バス路線代

行運行補助金でございますが、２,２０１万８,０００円、これは東和地区の白木線の補助金でご

ざいます。全額補助でございます。その１つ飛ばして下ですが、生活バス路線対策補助金、

５２１万円でございますが、大島地区の奥畑線の補助金ということで全額補助でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 次に移ります。７款土木費について質疑はありませんか。中本議員。 

○議員（２０番 中本 博明君）  １０８ページのまた委託料です。建設残土処理場がどこにある

のか。それで、管理はどういうふうな選び方をしているのか、管理者というか、管理をする人を

どういうふうな選び方をしているのか。 

 １１２ページのまたこれも委託料です。ポンプ管理です。どこのポンプのこれは管理か、また

管理する人の選び方はどういうふうな選び方をしているのか。この２点です。 

○議長（新山 玄雄君）  松井建設課長。 
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○建設課長（松井 秀文君）  土木管理費の１０８ページですが、建設残土処理場整地工事、管理

で委託料として５２０万円計上しています。これについては、屋代西地区の原石山というところ

なんですが、個人へ委託しとると。で、その管理の内容については、時間当たり６７０円で８時

間掛ける月平均２０日で１２カ月というので１３６万７,０００円。整地の方については、搬入

業者に一部作業してもらうということで、１立米当たり１４６円、量にして２万５,０００立米

を予定してます。 

 それと、港湾管理費のポンプ管理でありますが、小松のポンプ施設、それと小松開作のポンプ

施設、２カ所です。港湾施設で県から町の方へ委託を受けて、町から業者へ委託しとると。年間

管理で２カ所で３６７万５,０００円ということになります。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  １つは、先ほどいわゆる総合支所経由部分で聞いた道路新設改

良がまず１件あります。いいますのが、今回、過疎計画で３カ年ということで期待をされておっ

た横見は、工事費等はどういうふうにこの予算上は入っているのか入ってないのか聞いておきた

いというふうに思います。 

 それともう１件は土木費で、実際見てもらったらわかるんですが、わずか７００万円という金

額が出ております。例えば７００万円であれば、逆に声の大きい方が勝つという格好になる可能

性がある金額であります。実際的にはどういうふうに考えているのか。総合支所の１００万円、

１５０万円ですか、それで乗り換えることができない金額というふうに考えておりますので、答

弁を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  お答えいたします。 

 １１０ページの工事請負費７,７７５万円の内訳でございますが、上浜線道路改良工事と中屋

線道路改良工事、和田馬ケ原線道路改良工事の３工事を予定しております。お尋ねの横見、これ

は長波津礼線のことを指しているのではないかと思いますが、これにつきましては、１７年度に

つきましては検討を要する問題がありますので、休止ということでございます。 

 それと工事請負費の７８０万円でございますが、町道の維持管理工事、これにつきましては、

対応する部分がどういう部分が今後出てくるかわかりませんが、総合支所との連携をとりながら、

また要望が多くて対応ができないということになったら、財政の方と協議をして対応してまいり

たいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 
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○議員（１６番 広田 清晴君）  今、道路新設改良の方については、実際的には３カ所というこ

とで、新たな着手ができないということであります。昨日、上浜線について１６年度分を全額カ

ットして新年度に回しました。いわゆる道路新設改良という部分でですね。ほいで本来ならきち

っと予算計上しなければならないぐらいの場所である横見地区については、これは新年度協議が

進んでないからということで落とすと。ということになると、それぞれ過疎計で上げてきた分が

後ずさりするという格好が発生します。具体的な協議が進まなかったのは、地元との協議なのか、

それとも財政との協議なのか、非常にわかりにくいわけなんです、実際的にですね。どこに原因

があったのかということを含めて、再答弁を求めておきたいというふうに思います。 

 また、先ほど言いましたように実際的に７００万円ということになると、住民の一番身近な部

分なんです、これが当たるんですよ。例えば町民が総合窓口に行くなり、そしてまた本館に行く

なり、実際的にはかなり要望の強い箇所だというふうにとらえているんです。それが合併時点で

実際的にはサービスは落とさないというが、この辺は大幅なカットとでは、町民も町の私たち議

員もたまったもんではないというふうに考えております。 

 その辺でやっぱり親切な窓口対応が必要だと。窓口も本館も連携が必要だと、執行に当たって

は、という立場は堅持する必要がある。その辺が新町後の理念という部分じゃないかというふう

に思います。ぜひ、一番住民の環境整備に対する部分ですからね、慎重なる対応を求めておきた

いというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  岡村産業建設部長。 

○産業建設部長（岡村 春雄君）  御指摘のとおり長波津礼線の予算はついておりませんが、これ

につきましては、測量の段階で地元からの要望が２路線ございました。一応１路線に候補は絞ら

れましたけれども、これに対する財源の確保、起債事業が一部該当するかどうかというところが

ございますので、それに時間的な協議が要るということで、余裕が要るということで、１７年度

は中止ということでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  移ります。第８款消防費について質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  なしと認めます。 

 次に、９款教育費について質疑はありませんか。小田議員。 

○議員（２３番 小田 貞利君）  まず遠距離児童通学費補助金について、説明では全額支給とい

うことで説明がありましたが、この基準、どっからどこまでが遠距離なのかということと、今わ

かれば対象地区がどのようになっているのかをお聞きいたします。 
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 それと、ページ数はちょっとわからないんですが、用務員さんの給料が今まで東和地区では

１日４時間の働く時間だったわけですが、それがどうも３時間に変更になったというような話を

聞いております。この理由となぜそういうふうになったのかということをお聞きいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  お答えをいたします。 

 まず、第１点目の遠距離の通学費への補助金でございますが、基準ということについては、ち

ょっと今ここでわかりかねますが、どういった対象ということにつきましては、小学校につきま

しては久賀小学校が９名、これが白石、大崎地区の生徒でございます。森野小学校が７名、和佐、

神浦地区でございます。城山小学校が３４名の合わせて５０名ということになっております。中

学校につきましては、久賀中学校が椋野地区がありますので、これが１７名、東和中学校が

１６名の合わせて３３名ということになっております。 

 次に、校務員の賃金の件でございますが、御指摘のように３時間になったわけですが、大変財

政状況の厳しい中ですので、今までのような校務員さんのありようをやはりここで考えなければ

いけないということになりました。３時間で何ができるのかという理論に成り立つわけですが、

先ほど言いましたようにあり方を考えて、これからは学校給食の配膳等を中心にした業務をやっ

ていただきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（新山 玄雄君）  小田議員。 

○議員（２３番 小田 貞利君）  遠距離児童の通学助成金についてですが、旧東和町時代にも質

問いたしました。東和町時代の場合は、油田地区で油田小学校の場合、バスの通る小伊保田地区

からだけが対象であると。雨振地区であるとか、馬ケ原地区、距離は小伊保田地区よりも遠いの

にもかかわらずバスが通ってないから助成ができないという答えだったと思います。それと和田

小学校については、小泊地区からの通学助成は行っていない。これも距離は十分同じぐらいある

わけですが、それについては合併当初の話になかったから出さなかったというような答弁だった

と思います。 

 その他の地区についてもあるんじゃないかと思うんですが、せっかくこういった遠距離の通学

費助成という制度があるのであれば、すべて、合併していい機会だと思いますので、そういった

部分を精査していただきまして、距離なり区域なりを明確にして、予算の範囲内で平等に支援が

受けられるような補助金が受けられるような形を考えていただきたいと思います。 

 なかなか資料もないことですので、その地区についてはわからないと思いますが、後日、距離

が例えば３キロ以上とかいうのがあれば、それで漏れた地区がないかどうかといった部分を説明

資料を求めたいと思います。 
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 用務員さんの件ですが、今、お答えでは学校給食を中心に用務をしていただこうというような

お話ですが、元来用務員さんの位置づけというのは、特に小学校なんかでは、学校の先生という

職業柄、二、三年で皆かわるわけですよね。地域となれる前にかわっていくと。その地域とのパ

イプ役といいますか、そういった部分、あるいは小学校１年から６年卒業するまでみんな見とる

わけですよね。その人たちが、その生徒たちのいろんなことを先生に伝えるような役目も往々に

してあろうかと思います。こういった部分が経費的に、たった１時間経費を節減することで、そ

ういった仕事の部分がマイナスになるというのは、すごい東和町の子供を育てる時点でマイナス

が大きいと思います。 

 政策的な話にもなろうかと思いますが、こういった部分もぜひ検討していただきたいと思いま

すが、助役なり町長なり、その辺はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（新山 玄雄君）  椎木助役。 

○助役（椎木  巧君）  用務員さんの勤務時間が４時間から３時間になったという御指摘でござ

いますが、今、小田議員さんの発言のように、用務員さんというのは、その地域からの雇用者が

多いということからしても、地域とのいろいろなかかわり合い、または先生との間を取り持つお

役目というふうなものも確かにあろうと思います。４時間と３時間の差は１時間でございますが、

そのことについて金額的なことはいかがかということでございますが、ちりも積もればというこ

とでございまして、見ていただいたらわかりますように、賃金も相当な小中学校でいきますと額

になっております。ただ、それのもとには２３校あるわけでございまして、２３校に校務員をつ

けるということになりますと、やはり相当大きな額になっております。 

 ただ、金額だけでははかり知れない部分もあるということでございますので、教育委員会の方

ともよく検討いただきまして、また考慮してみたいと思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  お答えをいたします。 

 旧東和町の基準がどうなのかということを、私も勉強不足ですので、そういったこと、よそも

含めて検討していきたいというふうに思っております。 

○議長（新山 玄雄君）  小田議員。 

○議員（２３番 小田 貞利君）  先ほどちょっとお願いしたように、どの地区が対象になって、

どの地区が対象になってないというのが多分あると思うんですが、それをできれば委員会までに

報告していただければと思います。 

 用務員さんの件につきましては、本当にすごく大事な部分だろうと思いますので、鋭意検討を

お願いしたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。広田議員。 
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○議員（１６番 広田 清晴君）  教育振興費について聞いておきたいというふうに思います。 

 今回、小学校の方では教科書改訂ということで、若干ふえているようなんですが、実際的には

教科書改訂を除いた部分は、各小学校単位でいえば、非常に低い水準になっちょるんじゃないか。

例えば１０万円、２０万円の状況になっちょるんじゃないかというふうに思いますが、どういう

状況なのか。いわゆる改訂部分を除く、実際に各校の子供たちに行く部分、小学校なら小学校、

それぞれ出されていると思うんですが、実際的にはどういう状況なのか。これつんつん長年削ら

れて追いやられちょる部分なんで、ぜひ聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  お答えをいたします。 

 教育振興費については、財政方の方の調整によって満額をつけていただいております。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  満額の考え方が時々ずれておりますのであれなんですが、基本

的にはこうなんですよ。例えば財政当局が厳しいからということで、新年度当初予算を編成にす

る前にフレームができて、実際的には予算要望してもそれはだめだからって、学校側から削ると

いう状況も実はあると。学校現場の状態を教育委員会が正しくつかめば、実際的には今みたいな

状況の答弁にはなるまというふうに考えております。それは実態からですね。私は逆に言えば教

育委員会はもっと学校の現場をつかんで予算要望を起こしてきたかどうか。それは大変な議論に

なるというふうに思います。 

 じゃから、私は決して今の教育振興費がいわゆる教科書改訂、ドゾク部分、これですべての小

学校の要求を１００％かなえたという部分とは若干開きがあるというふうに考えておりますので、

その辺はやっぱり今後予算編成時には特に目を光らせていただきたい。学校とよく協議をしてい

ただきたいというふうに考えておりますので、実態に即した私は答弁が欲しいわけなんです。 

○議長（新山 玄雄君）  布村教育次長。 

○教育次長（布村 和男君）  当初、学校からたくさんの要求があるわけですが、２３校あるわけ

で、それぞれの旧町で組んでおった予算をそれぞれ出してきました。しかし、これはもう合併を

して統一されたわけですから、多いところと少ないところがあるということは不公平だというこ

とで、２３校の生徒割等を考えながら、教育委員会と学校で煮詰めて、これで妥当であろうとい

う予算をつくって財政の方に上げたわけです。それに対して財政の方がこたえてくれたというこ

とでございます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  一般的に言われれば、子供たちは未来の大島を育つ皆さん方と

いうことです。その位置づけからやっぱり学校教育の現状で、少なくとも子供たちに不利益を、
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不利益といいますか不便を来たさない、とりわけ私たちが今日まで学校教育を見てると、どうし

ても実際的に、実態として、例えば各種父兄頼らざるを得ないような実態、それがあるというこ

とも、新しく全体の教育委員会として見るわけですから、ぜひその点を正しく見ていただきたい

ということを添えて、教育部門に対する質疑を終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます──失礼しました。武政議員。 

○議員（１１番 武政 輝夫君）  １１番。１２９ページでございますが、まず１点は、文化を高

める会、これは本町に存在する文化を高める会、幾つの団体でしょうか。それと、最後の国民文

化祭実行委員会でございますが、聞くところによると、もう既に会という組織はできておるかの

ように聞いておりますが、メンバーをお聞かせを願いたい。 

○議長（新山 玄雄君）  鍵本社会教育課長。 

○社会教育課長（鍵本 一和君）  文化を高める会の件でございますが、橘町と大島町にある文化

の会、２つでございます。 

 それと文化祭でございますが、昨年１２月末に実行委員会が立ち上がっております。会長が中

本町長さん、副会長が平田教育長、ほか１０名余りで構成しております。 

 以上であります。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 次に移ります。１０款災害復旧費について質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 次に、第１１款公債費について質疑はありませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  全般にかかわる部分は、款ごとにやると、全般の部分、全体に

かかわる歳出部分が非常にやりにくい部分が、例えばまたがる部分とか、そういう部分がありま

すから、若干聞いちょきたいんですが、今回、実際的に予算書の歳出を見てみますと、例えば、

今度のこの予算でいくと、一般会計全体で一応３０７人の職員数を予定した予算になっておりま

す。それで、それぞれが９等級、８等級、それぞれ振り分けができております。各中で、少なく

とも今までは最低、実際的には歳出の欄では給与費なら何人、例えばそれぞれに何人少なくとも

この予算上あれですよということがありよったんですが、それぐらいは予算上は、例えばきちっ

と目ごとに職員数何人ということは書かれるのかどうなのか。 
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 それともう１つは、例えば、先ほど聞いたんですが、一番財政のベースになる分が、今後公債

費がどういうふうな推移をするか、それによって起債制限比率も変わってきます。今回、もう

１点は、この予算を執行した場合に、起債制限比率は一体どのように見ているのか。起債制限比

率、今回執行していくに当たって、最終的にはどういう状況を見てるのか。例えば旧町では、そ

れぞれ単年度、単年度と３年度と見方はいろいろありますが、単年度を見たときに、実際的に起

債制限比率はどういう状況を推移を指すのか。そこのところをちょっと聞いちょきたいというふ

うに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  起債制限比率の御質問でございますけども、今回の予算によりまし

て、私どもが想定しておりますのは、周防大島町としての起債制限比率１４ぐらいを想定してお

ります。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実際的には１４と言われれば、ああそうですかのということに

なりますが、実際的にもう数点聞いちょきたいというふうに思います。 

 今回、全体予算を通じて、性質別細節が前１７年度、旧４町と比較した場合の表がここへ出て

おります。実際的には単純比較はできません。といいますのが、実際的には当初予算１６年度予

算編成するときに、既にかなり７割で査定した部分とかいろいろあって、単純には比較できませ

んが、例えば会計の組み方で、補助費と繰り出し金の大幅な変更、例えば一部事務組合とそれと

今度特別会計としての繰り出し金という格好で単純にはいきませんが、それにしても繰り出し金

と補助費の差が大体１億５,０００万円ぐらい出ております。実際的に単純的に財政当局の方は

つかんでおれば、それぞれ旧町で、当然一部事務組合負担金として出しよった部分と、実際的に

今度会計の性格上、特別会計へ繰り出し金、大体ほとんど違わん数字が入れ替わっただけという

ふうには見ておりますが、それにしても人件費分が入っていった分がありますから、補助費のと

ころが、それから見てもまだ減額になるわけね、実際的には。そういう性格的なものでわかれば、

報告を求めておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  補助費と繰り出し金の関係という御質問でございますけれども、ま

ず各それぞれの団体、補助費の関係で言いますと、環境衛生施設組合、それから広域連合、それ

から今の公営企業局、要するに国保組合の関係の補助金の関係、ですから、環境衛生施設組合に

対する補助費は、一般会計にそのまま入ってきております。それから、広域連合への負担金につ

きましては、今度介護の特会への繰り出し、それから国保組合に対するものが公営企業局への繰

り出しという格好になっております。 
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 それぞれいくらだったかんという資料はあれですけれども、その中でこの補助費と繰り出し金

との差が約１億円ばかりありますけれども、その関係なんですけれども、まず今年度企業局への

繰り出し分、これにつきましては、従来、国保組合との負担金条例の関係で調整をして繰り出し

をしておりますけれども、それが今年度企業局との調整の中で控除措置された部分のみ繰り出す

というような措置をしております。そういった部分が約１億７,０００万円ぐらいあろうと思い

ます。そういった関係でのこの補助費と繰り出し金との差が出ておるというふうにとらえており

ます。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  全体的に見れば、私も予算を見るに当たって各地域に出向させ

ていただきました。実際的に町民の要望の大きい部分が、例えば扶助費の６,６６６万５,０００円

の減額や今単純に言われた部分以外の補助費の部分が減額分、これは今財政当局は公営企業体等

との関係だけで言われましたが、実際的にはここの部分もあるというふうに見ております。それ

らが、結局は普通建設の大幅な伸び等の、言うなれば一部財源になってきよるという、私は見方

をしております。 

 これは委員会の中で今から先、審議されるわけですが、やっぱりそういうところが今回の予算

の性格があらわれとるんじゃなかろうかなというふうに見ておりますので。これは答弁は要りま

せんから、しっかり委員会で調べさせていただきます。 

 以上です。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  移ります。第１２款諸支出金について質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 第１３款予備費について質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 それでは、一般会計全体を通じて総括的な質疑を承ります。ありませんか、質疑は。小田議員。 

○議員（２３番 小田 貞利君）  昨年１０月に合併いたしまして、そのときのキャッチフレーズ

といいますか、負担は少なくサービスは高くということで合併したわけですが、初めての当初予

算ということになります、合併してから。その件について、今年度からなくした事業、補助金な

り減額された事業、そういった部分をちょっと精査したいと思いますので、そういった資料を提

出をお願いしたいと思います。これは二、三日後で構わないと思いますが、お願いしたいと思い
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ます。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁。 

○議員（２３番 小田 貞利君）  税務関係はいいです。旧町時代に十分やりましたから、その他

の部分です。 

○議長（新山 玄雄君）  暫時休憩します。 

午後４時06分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後４時20分再開 

○議長（新山 玄雄君）  再開します。 

 先ほど小田議員の質疑に対する答弁を求めます。村田総務部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  合併したことによりまして負担がふえた、あるいはいわゆるなくな

った事業といいますか、そのあたりの比較を出していただきたいという御要望でございます。可

能な限り比較できるものをお示ししたいというふうに思っておりますが、すべてお出しするとい

うのは不可能に近い状況もありますので、そのあたりは御理解いただきたいと思います。 

○議長（新山 玄雄君）  以上で一般会計の質疑を──失礼しました。平川議員。 

○議員（２１番 平川 敏郎君）  ２１番、平川です。全体的な問題ですが、各目すべてではござ

いませんが、清掃業務、浄化槽の保守点検等々のいろんな管理業務があると思うんです。それは

先の旧町議会でも私、申し上げたんですが、この予算の計上する場合に、今人件費というものが、

毎年すべての業種によってすべて下がっております。これもこういった業務をやはり委託される

場合に、旧町のそのままを引き継いでこのまま計上されたのか、それとも折衝されて幾らから下

げられたのか、その点についてお尋ねいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  いろいろな部門の管理業務につきましては、予算編成方針の段階に

おきまして、各課にできる限り削減といいますか、先方との協議もしていただいて、見積もり等

を徴して予算要求していただきたいということの指示をしての予算編成を行っております。 

○議長（新山 玄雄君）  平川議員。 

○議員（２１番 平川 敏郎君）  さきほどどの項目だったから記憶にないんですが、そのままの

が計上されとるようですが、それは折衝しても同じだったというように理解していいわけでござ

いますか。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  それぞれの担当課において折衝していただいておりますので、それ

に基づいた要求による予算編成ですから、全く同じ金額もあろうかと思います。 
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○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 以上で、一般会計の質疑を終結します。 

 日程第２、議案第２号平成１７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算の補足説明を求

めます。馬野健康福祉部長。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  それでは、議案第２号平成１７年度周防大島町国民健康保険事

業特別会計予算につきまして、予算書の１５ページをお願いいたします。 

 このたび制度改革によりまして、国の財政調整交付金１％及び定率国庫負担４％、合わせて

５％が県へ財政調整交付金として税源移譲されました。また、保険基盤安定制度の保険料軽減分

の国の負担５０％が県へ税源移譲となっております。 

 それでは本文で、第１条の歳入歳出予算では、第１項で歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞ

れ３０億４,８７３万４,０００円と定めるものです。第２条の歳出予算の流用では、歳出予算の

各項の経費の金額を流用することができることを定めるものです。 

 １７ページから２０ページに第１表歳入歳出予算を掲げておりますが、事項別明細書で説明を

いたします。事項別明細書の１５９ページをお願いいたします。 

 歳入から御説明いたします。１５９ページ、１款の国民健康保険税では、医療給付費分と介護

納付金分を合わせまして６億９,２９５万４,０００円を計上しております。合併協定による税率

調整に伴い、旧町当初予算より３,３８０万５,０００円の減額となっております。 

 １６０ページをお願いします。３款の国庫支出金１項の国庫負担金では７億６,５３２万

８,０００円を計上しております。１目の療養給付費負担金は、昨年は医療費の４０％分でした

が、４％が県へ税源移譲され、医療費の３６％に相当するものです。２目の高額医療費共同事業

負担金は、高額医療費拠出金の２５％に相当するものです。２項の国庫補助金では、市町村財政

の負担能力を考慮いたしまして、療養給付費負担金の不均衡を調整するための財政調整交付金

４億５,２４５万８,０００円を計上しております。普通調整交付金につきましては、１％が県へ

税源移譲されております。 

 １６１ページ、４款の療養給付費等交付金では、社会保険診療報酬支払い基金から退職被保険

者の療養給付費に対する交付金として５億５,８６６万１,０００円を計上しております。 

 ５款の県支出金１項の県負担金では、国庫負担金と同様に高額医療費拠出金の２５％に相当す

るものとして高額医療費共同事業負担金１,６６４万１,０００円を計上しております。２項の県

補助金では、医療費の５％が県へ税源移譲されたことに伴い、財政調整交付金１億６３６万

５,０００円を計上しております。 
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 １６２ページ、６款の共同事業交付金では、１件当たりの医療費の額が基準を超える高額医療

費に対し、国民健康保険団体連合会からの交付金として４,５６７万７,０００円を見込んでおり

ます。 

 ８款の繰入金では、一般会計からの繰入金として４億７０３万６,０００円を計上しておりま

す。まず、保険基盤安定事業繰入金、保険税軽減分では、国保税の７割、５割、２割軽減に対す

るものとして１億３,８３１万５,０００円を、保険基盤安定繰入金保険者支援分ですが、これは

保険税軽減の対象となった一般被保険者数の平均保険税の一定割合を公費で補てんするもので、

低所得者を多く抱える市町村を支援し、中間所得者層を中心に保険税負担を軽減するものとして

３,１２４万９,０００円、職員給与費等繰入金として８,５３４万５,０００円、出産育児一時金

等繰入金として６００万円、財政安定化支援事業繰入金、これは国保財政の健全化税負担の標準

化を目的とする交付金で、普通交付税に参入される額として１億２,８９８万４,０００円、その

他一般会計繰入金では、国保負担軽減対策繰入金、これは単県事業の福祉医療費助成事業に対す

るもので、１,７１４万３,０００円を計上しております。 

 次に、歳出について説明いたします。１６５ページをお願いいたします。１款の総務費では、

職員人件費や一般会計管理費、賦課徴収費として８,５３４万５,０００円を計上しております。 

 １６７ページ、２款の保険給付費１項療養諸費は、一般被保険者療養給付費として１３億円、

退職費保険者療養給付費として５億５,０００万円などで、１８億６,１８６万８,０００円を計

上しておりますが、旧町当初予算より２億３,９０４万８,０００円の伸びとなっております。

１６８ページをお願いします。２項の高額療養費では、２億２,５００万円、次に１６９ページ、

４項の出産育児諸費では３０人分、９００万円、５項の葬祭諸費では、４００人分４００万円を

計上しております。 

 １７０ページをお願いします。３款の老人保健拠出金では、医療費分、事務費分を合わせまし

て５億９,９４４万３,０００円を計上しております。医療費分につきましては、旧町当初予算よ

り１億１,０７０万７,０００円の減額となっております。これは平成１４年の法改正によりまし

て、老人対象年齢が７０歳から７５歳に引き上げられ、また老人加入者案分率３０％枠の撤廃等

によりまして、支払い基金への負担金が大幅に減額されたことによるものです。 

 ４款の介護納付金では、２号被保険者に対し保険税と一緒に徴収されたものの納付金として

１億５,５２３万１,０００円を計上しております。 

 ５款の共同事業拠出金では、高額な医療費が発生したときに国保連合会からの交付を受けるた

めの拠出金として６,６５６万６,０００円を計上しております。 

 １７１ページ、６款の保健事業費では、職員人件費しまとぴあスカイセンターでの保健事業及

び管理費などで、２,５６１万８,０００円を計上しております。 

- 137 - 



 １７３ページ、９款の繰り出し金では、公営企業局企業会計へ特別調整交付金の繰り出し金と

して９５８万３,０００円。 

 １７４ページ、１０款の予備費として５００万円を計上しております。 

 以上のことから歳入歳出それぞれ３０億４,８７３万４,０００円といたしまして、旧町前年対

比１億２,２７５万４,０００円、４.２％の増額となっております。 

 以上で、平成１７年度周防大島町国民健康保険事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  続いて、第３号。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  次に、予算書の２１ページをお願いいたします。議案第３号平

成１７年度周防大島町老人保健事業特別会計予算につきまして補足説明を行います。 

 平成１４年の法改正によりまして、老人医療の受給対象年齢が７０歳以上から７５歳以上に引

き上げられ、また老人医療費拠出金の老人加入率上限が撤廃されたことに伴い、公費負担割合も

３０％が段階的に５０％に引き上げられることになっております。 

 それでは本文で、第１条の歳入歳出予算では、第１項で歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞ

れ５０億３,７７１万７,０００円と定めるものです。 

 ２３ページから２４ページに第１表歳入歳出予算を掲げていますが、事項別明細書で説明いた

します。事項別明細書の１８３ページをお願いいたします。 

 歳入から説明いたします。１８３ページ、１款の支払い基金交付金では、老人医療給付費に対

する社会保険診療報酬支払い基金からの交付金などで、２８億４,４１２万１,０００円を計上し

ております。給付費の５６％分で、平成１８年１０月までに段階的に５０％に減額されることに

なります。 

 ２款の国庫支出金では１４億６,１３９万９,０００円、３款の県支出金では３億６,５３５万

円を計上しております。平成１８年１０月までに段階的に増額されることになります。 

 １８４ページ、４款の繰入金では、一般会計からの繰入金３億６,５３４万５,０００円を計上

しております。 

 次に、歳出について説明いたします。１８７ページ、１款の医療諸費では、老人医療に対する

医療給付費であります。これまでの医療費の伸びなどを考慮いたしまして、医療給付費で４９億

２,０００万円、これは旧町の当初予算より４,５２３万２,０００円の増額となっております。

補装具や柔道整復などの医療費支給費で１億８０万円、これは旧町の当初予算より５,６０４万

５,０００円の増額、国保連合会などでの審査支払い手数料で１,６９１万６,０００円を計上し

ております。 

 以上のことから、歳入歳出それぞれ５０億３,７７１万７,０００円といたしまして、旧町前年

対比９,８２９万円、２.０％の増額となっております。 
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 以上で、平成１７年度周防大島町老人保健事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  引き続いて、議案第４号をお願いします。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  次に、予算書の２５ページをお願いします。議案第４号平成

１７年度周防大島町介護保険事業特別会計予算につきまして補足説明を行います。 

 平成１２年度の介護保険制度創設以来、認定者、給付費の増大により、制度の見直しが急務と

なり、施行５年後の見直し、また平成１８年度が第３期事業計画見直し時期となり、急速な高齢

化に対応し、将来にわたって持続可能な介護保険制度を構築するため、予防重視型システムへの

転換、施設給付の見直し、新たなサービス体系の確立などを柱とした制度改正が今国会へ提出さ

れていますので、その経緯を見守り対応してまいりたいと考えております。 

 それでは、本文で第１条の歳入歳出予算では、第１項で歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それ

ぞれ２５億７,２５３万２,０００円と定めるものです。第２条の歳出予算の流用では、歳出予算

の各項の経費の金額を流用することができることを定めるものです。 

 ２７ページから２９ページに第１表歳入歳出予算を掲げていますが、事項別明細書で説明いた

します。事項別明細書の１９１ページをお願いします。 

 １款の保険料では、現年度分の特別徴収保険料２億９,５８２万６,０００円、現年度分の普通

徴収保険料３,６２０万４,０００円及び滞納繰越分保険料７０万円を合わせまして３億

３,２７３万円を計上しております。昨年度より４８３万３,０００円の減額となっています。 

 ３款の国庫支出金１項の国庫負担金では、介護保険は財源負担の５０％を公費負担としており、

介護給付費に対し国が負担する２０％相当分の介護給付費負担金として４億９,６０７万

４,０００円を計上しております。１９２ページ、２項の国庫補助金では、全国の保険者の保険

給付費総額の５％に相当する額を所得水準や後期高齢者比率により介護保険財政を調整するため

の調整交付金として２億３,０８２万３,０００円を計上しております。 

 ４款の支払い基金交付金では、第２号被保険者が医療保険の中で負担している介護保険料が社

会保険診療報酬支払い基金に納付された後、政令で定める基準に基づき交付される介護給付費交

付金７億９,３７１万９,０００円を計上しております。 

 ５款の県支出金では、介護給付費の１２.５％相当分の介護給付費負担金として３億１,００４万

６,０００円を計上しております。 

 １９３ページ、７款１項の他会計繰入金では、介護給付費繰入金として３億１,００４万

６,０００円、その他一般会計繰入金では、職員給与費、事務費、介護認定審査会経費として

８,８９３万３,０００円を計上しております。２目の基金繰入金では、介護給付費準備基金のう

ち９４０万１,０００円を取り崩し、介護給付費に充てるため繰り入れるものであります。 

 ８款の繰越金は、前年度からの繰越金として７０万円を計上しております。 
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 次に、歳出について説明いたします。１９５ページ、１款の総務費１項の総務管理費では、職

員人件費や一般管理費として４,８８５万９,０００円、１９６ページの２項の徴収費では、保険

料徴収関係の経費として２０１万８,０００円、１９７ページの３項の介護認定審査会費では、

介護認定審査会関係の経費として３,８８０万８,０００円を計上しております。 

 ２款の保険給付費１項のサービス諸費では、１目の介護給付費等給付費で２３億９,０６２万

１,０００円、これは旧広域連合当初予算より５,１５７万５,０００円の減額、１９８ページの

２目の支援サービス等給付費で６,３８５万６,０００円、これは旧広域連合当初予算より

９１８万７,０００円の減額を計上しております。２項のその他諸費では、審査支払い手数料で

３４６万５,０００円、３項の高額サービス費で２,２４３万３,０００円を計上しております。 

 １９９ページの３款の財政安定化基金拠出金では、介護保険事業計画の中で算定される保険給

付費の０.１％の拠出金で、３年間同額の２４６万４,０００円を計上しております。 

 以上のことから、歳入歳出それぞれ２５億７,２５３万２,０００円といたしまして、旧広域連

合前年対比６,３５５万１,０００円、２.４％の減額となっております。 

 以上で、平成１７年度周防大島町介護保険事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  引き続いて、議案第５号をお願いします。 

○健康福祉部長（馬野 正文君）  予算書の３１ページ、議案第５号平成１７年度周防大島町訪問

看護事業特別会計予算につきまして補足説明を行います。 

 本文で、第１条の歳入歳出予算では、第１項で歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ

２,６０２万９,０００円と定めるものです。 

 ３３ページから３４ページに第１表歳入歳出予算を掲げていますが、事項別明細書で説明いた

します。事項別明細書の２０９ページをお願いします。 

 ２０９ページ、歳入です。１款の療養費交付金では、医療保健分の訪問看護療養費交付金で

２２１万８,０００円、介護保険分の介護保険給付費で９６１万５,０００円、居宅サービス計画

作成の居宅介護支援事業費で１８６万１,０００円を計上しております。 

 ２款の分担金及び負担金では、訪問看護、介護保険の利用料として１８７万７,０００円を計

上しております。 

 ２１０ページ、３款の繰入金では、一般会計からの繰入金として１,０４５万６,０００円を計

上しております。 

 次に、歳出の２１１ページ、１款の訪問看護事業費の１目訪問看護事業費では、職員人件費や

一般経費、また訪問看護に要する経費として２,５７５万５,０００円を、２１２ページの２目の

居宅介護支援事業費では、介護保険居宅サービス計画を作成する介護支援専門員としての活動経

費として２７万４,０００円を計上しております。 
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 以上のことから、歳入歳出それぞれ２,５０２万９,０００円としまして、旧町前年対比

１３２万９,０００円、５.４％の増額となっております。 

 以上で、平成１７年度周防大島町訪問看護事業特別会計予算の補足説明を終わります。 

○議長（新山 玄雄君）  本日の会議時間は、議事の都合によりあらかじめ延長をいたします。 

 それでは、日程第６、議案第６号平成１７年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算の補足説

明を求めます。田村環境生活部長。 

○環境生活部長（田村  博君）  議案第６号平成１７年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算

について補足説明をいたします。 

 予算書の３５ページをお願いいたします。第１条におきまして、歳入歳出総額を９億６,９５７万

円と定めております。その内容につきまして、事項別明細書により御説明をさせていただきます。 

 まず歳入について、事項別明細書の２２１ページをお開き願います。１款分担金及び負担金で

は、新規加入者を約１００件と見込み、加入者負担金として３１４万２,０００円を計上いたし

ました。 

 ２款使用料及び手数料１項給水使用料は３億９,３５８万２,０００円の計上でありますが、合

併協定により給水使用料について調整がなされておりますので、これを踏まえての計上でありま

す。その影響額は約１,９３０万円の減額と見込んでおります。２項手数料は、諸証明手数料、

業者指定手数料、開閉栓手数料を合わせ２２万８,０００円を計上しております。 

 ２２２ページをお願いいたします。４款繰越金１,０００円、５款諸収入で消費税還付金

１,０００円、雑入１,０００円をそれぞれ計上し、３款繰入金において一般会計から５億

７,２６１万５,０００円を繰り入れることとして予算を調整しております。 

 ２２５ページをお願いします。歳出でございます。１款簡易水道費１項事務費１目総務費は

９,３４８万６,０００円の計上であります。その主なものは、人件費の計上と、災害に備え広域

水道企業団が大島中継ポンプ所に発電所を据えつけることとなりましたので、その負担金として

３３７万円、消費税として８０万円を計上いたしました。 

 ２２６ページ、２項事業費１目維持管理費であります。水道メーター取りかえ等のための修繕

費は１,６３７万４,０００円、広域水道企業団からの受水費、１日当たり８,２１５トンで積算

し、３億７,７８０万８,０００円となっております。委託料は水質検査、施設監視点検等の委託

料でありますが、メーター器検針につきましては、旧久賀町地区では職員が行っておりましたが、

すべて民間に委託することとし８２６万９,０００円を計上しております。工事請負費は補修工

事等のために８２７万５,０００円を計上いたしました。 

 ２款公債費は、元金２億８,５９８万７,０００円、利子１億２,５０９万３,０００円、合わせ

て４億１,１０８万円の計上であります。２２８ページは、還付金３０万円、予備費５０万円の
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計上をしております。 

 以上が、議案第６号平成１７年度周防大島町簡易水道事業特別会計予算についての概要でござ

います。 

○議長（新山 玄雄君）  引き続いて、議案第７号、説明お願いします。 

○環境生活部長（田村  博君）  議案第７号平成１７年度周防大島町下水道事業特別会計予算に

ついて補足説明をいたします。 

 予算書の３１ページからでございます。第１条に歳入歳出予算の総額を５億２９６万３,０００円

としております。第２条、地方債は４３ページの第２表のとおり限度額を１億１,２８０万円と

するほか、目的、方法、利率、償還の方法について定めております。 

 それでは、事項別明細書によりその主なものについて御説明させていただきます。 

 事項別明細書の２４１ページをお願いします。１項分担金及び負担金は、公共下水事業分担金

として現年度分１,１６２万円、過年度分９万円、合わせて１,１７１万円を計上いたしました。 

 ２款は使用料及び手数料であります。現年度分公共下水道使用料３,０２８万８,０００円、過

年度分１,０００円の計上でありますが、合併協定による調整の影響額は１５５万円程度の減額

と見込んでおります。 

 ２４２ページをお願いします。３款国庫支出金１項国庫補助金は８,０００万円を予定してお

ります。 

 ４款繰入金では、２億６,７１５万４,０００円を一般会計から繰り入れることとしております。 

 ５款諸収入は、消費税還付金１００万円、雑入１,０００円を見込んでおります。 

 ６款町債は、下水道事業債、過疎対策事業債をそれぞれ５,６４０万円予定しております。 

 ２４５ページからの歳出でお願いします。１款公共下水費１項事務費１目総務管理費につきま

して、人件費及び周防大島町としての汚水処理に全体的に検討するための委託料を５００万円計

上しております。２４６ページ、２項事業費１目維持管理費は、安下庄地区及び片添地区の公共

下水道維持管理費として６,１２５万６,０００円の計上であります。２４７ページ、２目公共下

水道事業費は、安下庄地区公共下水道事業として安高１工区、２工区、正分１工区、三ツ松１工

区の工事を予定し、工事請負費等合わせて２億１,７６２万３,０００円を計上いたしました。 

 次に、２４８ページの２款公債費は、元金１億１,６５９万４,０００円、利子３,８９９万

９,０００円、合わせて１億５,５５９万３,０００円の計上とし、予備費として５０万円を計上

しております。 

 以上が、議案第７号平成１７年度周防大島町下水道事業特別会計予算の概要であります。 

○議長（新山 玄雄君）  引き続いて、議案第８号、補足説明をお願いします。 

○環境生活部長（田村  博君）  議案第８号平成１７年度周防大島町農業集落排水事業特別会計
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予算について補足説明をいたします。 

 予算書の４５ページをお願いいたします。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を１５億

４,３９０万１,０００円と定めております。第２条は、４９ページの第２表のとおり、地方債の

目的、限度額、起債の方法、利率、償還の方法を定めるものであります。 

 それでは、事項別明細書の２６１ページをお願いします。歳入の１款分担金及び負担金１項分

担金１目農業集落排水事業では、日良居地区及び戸田地区新規加入者の現年度分３５７万円、過

年度分９万円、公共升設置工事分担金６万円、沖浦西、沖浦東、津海木地区の事業費分担金とし

て１,９６７万７,０００円、合わせて２,３３９万７,０００円の計上であります。 

 ２款使用料及び手数料のうち、使用料では農業集落排水事業手数料現年度分１,１８８万円、

過年度分１,０００円の計上であります。日良居地区の供用開始に伴い、使用料自体は増額とな

っておりますが、使用料調整に伴う影響額として約１６０万円程度の減額と見込んでおります。 

 ２６２ページをお願いします。３款県補助金は、沖浦西地区を初めとする各企業に対する県補

助金として８億３,１１９万５,０００円を計上しております。 

 ４款繰入金は、一般会計からの繰入金１億５,０１２万６,０００円の計上であります。 

 ５款諸収入は、消費税還付金１００万円、雑入１,０００円を見込んでおります。 

 ６款町債におきましては、下水道事業債２億６,３４０万円、過疎対策事業債２億６,２９０万

円を予定しております。 

 ２６５ページをお願いします。歳出でございます。２項事業費１目維持管理費は３,１６２万

１,０００円の計上でありますが、供用開始をしております戸田地区及び日良居地区の維持管理

経費であります。２５６ページ、お願いします。２目農業集落排水事業費は１４億３,８０２万

６,０００円の計上でありますが、人件費を含め、沖浦西地区５億５,２９３万円、沖浦東地区

３億６,８９０万円３,０００円、津海木地区４,２６１万円、和田地区４億２,５６１万

３,０００円、新規事業として秋地区４,７９７万円をそれぞれ計上し、事業の推進を図るもので

あります。 

 ２６８ページをお願いします。２款公債費は、元金、利子合わせ７,３４２万４,０００円の計

上であります。３款予備費は５０万円の計上であります。 

 以上が、議案第８号平成１７年度周防大島町農業集落排水事業特別会計予算の概要であります。 

○議長（新山 玄雄君）  引き続いて、議案第９号の補足説明を求めます。 

○環境生活部長（田村  博君）  議案第９号平成１７年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計

予算について補足説明をいたします。 

 予算書は５１ページからでございます。第１条におきまして、歳入歳出予算の総額を４,１８１万

円と定め、浮島地区漁業集落排水の維持管理を行うものであり、款項の区分及びその金額は
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５３ページからの第１表のとおりであります。 

 その概要を事項別明細書により説明をいたします。２８１ページをお願いします。 

 まず歳入では、１款分担金及び負担金において現年度分として１,０００円を計上しておりま

す。 

 ２款は使用料及び手数料は、漁業集落排水事業使用料として２７９万１,０００円を見込んで

おります。使用料調整に伴う影響額は約５５万円の減額であります。 

 ３款繰入金につきまして、３,９０１万７,０００円を一般会計から繰り入れることとしており

ます。 

 ４款諸収入は、雑入として１,０００円の計上であります。 

 続きまして、歳出であります。２８３ページをお願いします。１款漁業集落排水１項事業費

１目維持管理費におきまして、電気料、修繕料、処理施設の維持管理業務委託料、緊急時対応業

務委託料、汚泥処理委託料を合わせ１,３１４万１,０００円を計上しております。 

 ２８４ページをお願いします。２款公債費は元金２,３６５万円、利子４７１万９,０００円、

合わせて２,８３６万９,０００円の計上であります。 

 ３款予備費は３０万円を計上しております。 

 以上、議案第９号平成１７年度周防大島町漁業集落排水事業特別会計予算の概要について補足

説明を終わらせていただきます。 

○議長（新山 玄雄君）  続いて日程第１０、議案第１０号平成１７年度周防大島町渡船事業特別

会計予算の補足説明を求めます。村田総務部長。 

○総務部長（村田 雅典君）  それでは、議案第１０号平成１７年度周防大島町渡船事業特別会計

予算につきまして補足説明をさせていただきます。 

 予算書の５５ページでございます。第１条第１項により、歳入歳出予算の総額は歳入歳出それ

ぞれ８,１６５万７,０００円と定め、第２項により歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、第１表歳入歳出予算によることとしております。 

 その概要につきましては、事項別明細書の２８９ページからであります。１款使用料及び手数

料１項使用料は、前島航路渡船使用料及び賃借料８１万９,０００円、情島航路渡船使用料

５６２万４,０００円、浮島航路渡船使用料９４５万５,０００円、合わせて１,５８９万

８,０００円の計上であります。２項手数料は手荷物、小荷物等の手数料を前島航路３５万

１,０００円、情島航路５４万７,０００円、浮島航路２３８万４,０００円と見込み、合わせて

３２８万２,０００円を計上しております。 

 ２９０ページでございます。国庫支出金及び県支出金は、３航路に対する国、県の補助金であ

り、それぞれ２,６２５万円、１,９４８万８,０００円を予定しております。 
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 ４款繰入金は一般会計から１,６２８万５,０００円を繰り入れることとしております。５款諸

収入は雑入といたしまして４５万２,０００円を計上いたしております。 

 ２９３ページから歳出でありますが、１款事業費１項事務費１目総務費９４９万１,０００円

は、渡船事務を行っております一般職員１名分の人件費が主なものであります。２４９ページか

らの２項事業費におきましては、１目前島航路運行費１,７３１万円、２目情島航路運行費

１,８８４万４,０００円、３目浮島航路運行経費２,６５７万４,０００円の計上でありますが、

それぞれ船員の人件費及び燃料費、修繕費、保険料等の計上であります。 

 ２９７ページ、公債費でございますが、元金８２０万３,０００円、利子１０３万５,０００円

の計上であります。２９８ページの予備費は２０万円を計上しております。 

 以上が、議案第１０号平成１７年度周防大島町渡船事業特別会計予算の概要であります。 

○議長（新山 玄雄君）  引き続いて議案第１１号の補足説明を求めます。 

○総務部長（村田 雅典君）  続きまして、議案第１１号平成１７年度周防大島町交通災害共済事

業特別会計予算について補足説明をいたします。 

 予算書は５９ページでございます。歳入歳出予算の総額を１,０８０万円とし、款項別の予算

額は、歳入６１ページ、歳出６２ページに掲げているとおりであります。 

 事項別明細書をお開きいただきます。３０９ページであります。まず歳入でございますが、

１款共済会費収入は、年々加入者が減少している実績をかんがみ、１６年度加入者の９割を見込

み、５１３万３,０００円を計上いたしました。 

 ２款共済交付金は、見舞金として町村会より交付されるものであり、４６２万円の計上であり

ます。 

 ３款繰越金は９３万２,０００円を見込んでおります。４款諸収入は、共済会員台帳印刷経費

として助成されます１１万５,０００円の計上であります。 

 続いて３１１ページの歳出をお願いいたします。１款交通災害事業費は、見舞金４６２万円、

事務費合わせて５２４万８,０００円の計上であります。２款再共済掛け金は、共済会費収入の

９０％を再共済掛け金として払い込みますので、４６２万円の計上であります。 

 ３款予備費は、繰越金の９３万２,０００円を計上いたしました。 

 以上が、議案第１１号平成１７年度周防大島町交通災害共済事業特別会計予算でございます。

何とぞ慎重審議の上、御議決いただきますようよろしくお願いします。 

○議長（新山 玄雄君）  続きまして、日程第１２、議案第１２号平成１７年度周防大島町公営企

業局企業会計予算、企業の補足説明を求めます。川田企業管理者。 

○公営企業管理者（川田 昌満君）  議案第１２号平成１７年度周防大島町公営企業局企業会計予

算について、正誤表のとおり修正し、補足説明を申し上げます。 
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 お手元の平成１７年度周防大島町各会計歳入歳出予算書の６３ページの平成１７年度周防大島

町公営企業局企業会計予算をお開きいただきたいと思います。この予算は、１２月末までの業務

量及び事業収入の実績に基づきまして推計し計上したものであります。 

 第１条は総則であります。第２条は業務の予定量を定めるもので、病床数では、一般病床数を

周防大島町立東和病院１３１床、周防大島町立橘病院３６床、周防大島町立大島病院９９床、合

計で２６６床と定め、次の入所定員では、周防大島町立介護老人保健施設やすらぎ苑５０人、周

防大島町立介護老人保健施設さざなみ苑５０人、合計で１００人、大島看護専門学校の学生定員

では、１学年３５人、３学年合計で１０５人と定めたものであります。 

 次の病院患者数では、入院を東和病院に４万６７６人、橘病院に１万２,２０２人、大島病院

に３万２,８１２人、合計で８万５,６９０人とし、外来を東和病院に５万７,４６２人、橘病院

に３万９,６２８人、大島病院に３万６,３９７人、合計で１３万３,４８７人と見込むものであ

ります。 

 次の介護老人保健施設利用者数では、入所、やすらぎ苑に１万７,８４３人、さざなみ苑に

１万７,７７９人、合計で３万５,６２２人とし、通所、やすらぎ苑に１,６３０人、さざなみ苑

に１,４９６人、合計で３,１２６人と見込むものであります。 

 次の大島看護専門学校の学生数では、１学年４０人、２学年４０人、３学年３８人、合計で

１１８人と見込むものであります。 

 次の施設利用者では、東和病院附属健康管理センターに２,９２２人、橘病院附属健康管理セ

ンターに２,８０４人、大島病院附属健康管理室に２,４９７人、訪問看護ステーション橘に

２,１１８人、居宅介護支援事業所東和に１,５１８人、居宅介護支援事業所橘に１,１４５人、

居宅介護支援事業所大島に１,０１０人、居宅介護支援事業所やすらぎ苑に５６１人、合計で

１万４,５７５人と見込むものであります。 

 次の１日平均患者数は、さきの患者数を診療日数で除したものでありまして、入院を東和病院

１１２人、橘病院３４人、大島病院９０人、合計で２３６人、外来を東和病院、２３６人、橘病

院１６３人、大島病院を正誤表のとおり１５０人とし、合計で５４９人とするものであります。 

 次の１日平均利用者数も、さきの利用者数を診療日数で除したもので、入所、やすらぎ苑

４９人、さざなみ苑４９人、合計で９８人、通所、やすらぎ苑７人、さざなみ苑７人、合計で

１４人とするものであります。 

 次の主要な建設改良事業の病院改築事業では、橘病院に防潮板新設工事費１億３,４１０万

６,０００円、防風堤修復工事費２,１６３万円、合計で１億５,５７３万６,０００円、さざなみ

苑に３０床増床工事費で５億４８５万１,０００円、合計で６億６,０５８万７,０００円を予定

するものであります。 

- 146 - 



 次の医療機械器具及び備品購入費では、東和病院にエックス線テレビシステム７,１４４万

２,０００円、整形手術用コードレスシステム１７５万７,０００円、牽引装置つき手術台

４９９万５,０００円、内視鏡洗浄器８０万５,０００円、超音波洗浄装置１,６０９万

７,０００円、患者監視装置７９３万８,０００円、冷凍冷蔵庫４８万９,０００円、多機能心電

計２７３万２,０００円、シリンジポンプ２台５３万円、平行支持台２５万５,０００円、散薬監

視システム５５万円、自動体外式除細動器５５万２,０００円、ストレステストシステム

８２８万９,０００円、ホルター心電図検査装置６３２万９,０００円、維持システム１億

３,１２５万円、検診システム３７９万円で、合計２億５,７８０万円。 

 橘病院に、自動体外式除細動器５５万２,０００円、運動負荷心電検査装置４４７万７,０００円、

ナンコツチョウザイキ８７万２,０００円、散薬監視システム９８万２,０００円、全自動錠剤分

包機９９２万３,０００円、患者監視装置２５８万円、患者送迎車３４４万７,０００円、歯科用

デジタルカメラ２８万４,０００円で、合計２,３１１万７,０００円。 

 大島病院に、野菜裁断機２４万３,０００円、全自動免疫測定装置５５１万３,０００円、低昇

降フローティング撮影台１５９万９,０００円、輸液ポンプ３台７９万４,０００円、検査システ

ム５８８万円、デジタルホルダー記録機６５万８,０００円、血圧監視装置５５万６,０００円、

自動体外式除細動器９０万２,０００円、ナンコツチョウザイキ８５万３,０００円、ストレッチ

ャー３４万６,０００円、薬用冷蔵ショーケース５１万８,０００円、内視鏡洗浄器８０万

５,０００円で、合計１,８６６万７,０００円。 

 やすらぎ苑に移動用リフトで２６万円、大島看護専門学校に採血静注シミュレーター２台で

４２万４,０００円、嚥下のメカニズム模型４１万２,０００円で、合計８３万６,０００円、合

計で３億６８万円を予定するものであります。 

 次の第３条は、収益的収入及び支出について定めるものであります。収入のうち事業収益では、

東和病院に１５億６,８７７万４,０００円、橘病院に６億３,４０３万９,０００円、大島病院に

１０億８,２９９万円、やすらぎ苑に２億２,７７７万円、さざなみ苑に２億２,０４５万

９,０００円、大島看護専門学校に２億３,５３３万３,０００円、東和病院附属健康管理セン

ターに８３２万８,０００円、橘病院附属健康管理センターに７０９万１,０００円、大島病院附

属健康管理室に１,３９０万８,０００円、訪問看護ステーション橘に１,４０２万６,０００円、

居宅介護支援事業所東和に９９５万円、居宅介護支援事業所橘に７９４万８,０００円、居宅介

護支援事業所大島に７２０万７,０００円、居宅介護支援事業所やすらぎ苑に４４２万円、検診

事業に３,６８０万４,０００円、総務部に２億７,０５６万１,０００円、合計で４２億

８,６６０万８,０００円を予定するものであります。 

 支出のうち事業費用では、東和病院に１５億８,１９５万６,０００円、橘病院に６億

- 147 - 



２,４４５万８,０００円、大島病院に１０億１,２３７万７,０００円、やすらぎ苑に２億

４,３２０万円、さざなみ苑に２億３,７５７万円、大島看護専門学校に２億１,３２２万

１,０００円、東和病院附属健康管理センターに２,４９８万９,０００円、橘病院附属健康管理

センターに１,６１８万１,０００円、大島病院附属健康管理室に１,６３９万８,０００円、訪問

看護ステーション橘に１,４９２万４,０００円、居宅介護支援事業所東和に６８０万７,０００円、

居宅介護支援事業所橘に８５９万６,０００円、居宅介護支援事業所大島に６７１万３,０００円、

居宅介護支援事業所やすらぎ苑に５５４万６,０００円、検診事業に４,２３９万８,０００円、

総務部に１億４,４１０万６,０００円、合計で４１億９,９４４万円を予定するものであります。 

 次に、第４条は、資本的収入及び支出について定めるもので、資本的収入額が資本的支出額に

対し不足する額４億５,１７８万１,０００円は、当年度消費税及び地方消費税、資本的収支調整

額１２６万７,０００円、減債積立金４億５,０５１万４,０００円で補てんするものであります。 

 収入のうち資本的収入では、東和病院に９９億１,１３４万円、橘病院に１億７,８８０万円、

大島病院に１,８６０万円、さざなみ苑に５億４８０万円、合計で１０６億１,３５４万円を予定

するものであります。このうち企業債につきましては、病院事業債もしくは過疎債として借り入

れを予定し、固定資産売却代金につきましては、国債の運用のため売却を予定するものでありま

す。 

 支出のうち資本的支出では、東和病院に１０１億５,０３３万１,０００円、橘病院に２億

６,７２２万１,０００円、大島病院に６,８５４万５,０００円、やすらぎ苑に１,８６５万

９,０００円、さざなみ苑に５億２,７８６万１,０００円、大島看護専門学校に３,２７０万

４,０００円、合計で１１０億６,５３２万１,０００円を予定するものであります。 

 このうち建設改良費につきましては、第２条の主要な建設改良事業で御説明申し上げましたと

おりであります。企業債償還金につきましては、９月及び３月に企業債元金の償還を、投資につ

きましては国債の運用を予定するものであります。 

 次の第５条は、企業債について借り入れの目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法を

定めるものであります。企業債の借り入れの目的を建設改良費とし、借入限度額を合計で９億

６,０００万円とし、起債の方法を証書借り入れ、または証券発行とし、利率を４.５％以内とし、

償還の方法を政府資金はその融資条件で、銀行その他の場合は協定するものと定めるものであり

ます。 

 次に、第６条は一時借入金について定めるものであります。一時借入金の限度額を９億

６,０００万円と定めるものであります。 

 次に、第７条は、議会の議決を得なければ流用することのできない経費について定めるもので

あります。これは給与費と交際費が流用できない経費で、給与費は東和病院に７億７,３２９万
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７,０００円、橘病院に２億９,８４２万４,０００円、大島病院に５億８,１７２万３,０００円、

やすらぎ苑に１億５,８９１万９,０００円、さざなみ苑に１億４,１５５万９,０００円、大島看

護専門学校に１億２,５３７万６,０００円、東和病院附属健康管理センターに１,５６６万円、

橘病院附属管理センターに７４９万９,０００円、大島病院附属健康管理室に８６２万９,０００円、

訪問看護ステーション橘に１,１４７万２,０００円、居宅介護支援事業所東和に５４１万

７,０００円、居宅介護支援事業所橘に７４７万９,０００円、居宅介護支援事業所大島に５４３万

３,０００円、居宅介護支援事業所やすらぎ苑に４４８万３,０００円、検診事業に３０１万

３,０００円、総務部に８,１７９万円で、合計を２２億３,０１６万３,０００円とするものであ

ります。 

 交際費は、東和病院に２０万円、橘病院に１５万円、大島病院に２０万円、やすらぎ苑に

１０万円、さざなみ苑に１０万円、大島看護専門学校に２０万円、総務部に１４５万円で、合計

を２４０万円とするものであります。 

 次に、第８条は、他会計からの補助金について定めるものであります。これは一般会計から補

助を受けるもので、東和病院に１億９,０９７万８,０００円、橘病院に１億１,４０３万

２,０００円、大島病院に１億６,０４４万１,０００円、大島看護専門学校に１億２９３万円、

東和病院附属健康管理センターに１５０万円、橘病院附属健康管理センターに１５０万円、大島

病院附属健康管理室に６５８万３,０００円、検診事業に１,６６３万８,０００円、総務部に

２,０６２万８,０００円で、合計を６億１,５２３万円とするものであります。 

 次に、第９条は、棚卸資産購入限度額について定めるものであります。これは薬品、診療材料、

給食材料等の貯蔵品購入限度額を、東和病院に３億４,０１５万６,０００円、橘病院に１億

１,５７２万７,０００円、大島病院に２億５,４３０万５,０００円、大島看護専門学校に

１,２５７万１,０００円、総務部に５４万６,０００円で、合計を７億２,３３０万５,０００円

とするものであります。 

 次に、第１０条は、重要な資産の取得及び処分について定めるものであります。これは地方公

営企業法施行令第２６条の３の規定により７００万円以上の建物、医療機器の購入及び処分する

ものについて定めるものであります。取得する資産といたしましては、東和病院にエックス線テ

レビシステム、超音波洗浄装置、患者監視装置、ストレステストシステム、維持システム、利付

国庫債券、橘病院に防潮板新設工事、防風堤修復工事、全自動錠剤分包器、さざなみ苑に増床工

事を定めるものであります。 

 処分する資産といたしましては、東和病院にエックス線テレビシステム、心電図解析装置、利

付国庫債券を定めるものであります。 

 附属資料といたしましては、別つづりの平成１７年度周防大島町各会計歳入歳出予算事項別明
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細書の最後になりますが、平成１７年度周防大島町公営企業局企業会計予算に関する説明書の

３１３ページから３４１ページまでに予算実施計画を、３４２ページから３４６ページまでに資

金計画を、３４７ページから３５５ページまでに給与費、明細書を３５６ページから３６２ペー

ジまでに平成１６年度予定損益計算書を、３６３ページから３７２ページまでに予定貸借対照表

を添付してございます。 

 なお、当年度純利益は、３７２ページの平成１７年度周防大島町公営企業局事業予定貸借対照

表のとおり６９４万９,０００円を見込むものでございます。 

 以上、議案第１２号の平成１７年度周防大島町公営企業局企業会計予算の補足説明を終わりま

す。どうかよろしく御審議いただき、御議決を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（新山 玄雄君）  説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。議案第２号から議

案第１２号までの一括質疑を行います。質疑ございませんか。田村議員。 

○議員（９番 田村 三郎君）  ９番、田村です。質疑してると長くなりますので、ちょっと考え

方だけ。渡船事業についてですけど、現在、前島、浮島、それぞれ別な路線で走ってますね。こ

れを前島航路を浮島航路、久賀を拠点にすれば、人件費もかなり浮く。船も１台で済む。それで

かなり効率的な船の運航もできるんじゃないかと。これは浮島の島民に聞いてみないとわからな

いですけどね。買い物は久賀で一気にできるんじゃないかと。この辺のこと、しっかり考えても

らいたいと思います。 

 答弁は要りません。 

○議長（新山 玄雄君）  ほかに質疑はございませんか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  先ほどちょっと聞き間違いかどうかわかりませんが、秋の下水

事業について、農村集落排水事業でやるのか、最終的には公共下水の秋のそへつなぐというふう

には聞いておるんですが、頭から基本的に、いわゆる下水でやるのか、農村集落排水事業でやる

のか。それで全体の何％ぐらいを進む予定なのか。ちょっと報告を求めておきたいというふうに

思います。 

○議長（新山 玄雄君）  嶋元下水道課長。 

○下水道課長（嶋元 則昭君）  秋地区につきましては、農業集落排水事業で行います。 

○議長（新山 玄雄君）  いいですか。広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  実は、水道料金については、基本的には法定協の中でいわゆる

調整項目いうことでやりました。そいで、今年度は若干の繰り入れをしとるということですが、

一般会計からの繰り入れの基本的考え方として、当分、かなりの間、言うなれば起債償還に繰入

分が充てざるを得んと、言うなれば、実際的には一般会計からかなりの金額を当面繰り入れを確

保していかにゃいけんということになります。 
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 基本的には簡易水道事業についてはほぼ終わっておりますが、起債はもう償還のピークは超え

たと、水道の方はですね。下水の方は今からかなりのピークを迎えるという基本的考え方でよろ

しいのかどうなのか。実際的にはもう会計的にはかなり膨らんできておりますし、下水は今から

かなり膨らみますが、実際的な起債のピーク等について基本的考え方、繰り入れの考え方につい

て聞いておきたいというふうに思います。 

○議長（新山 玄雄君）  奈良元財政課長。 

○財政課長（奈良元正昭君）  簡易水道会計につきましては、もう起債の償還のピークは過ぎて、

今後どんどん減ってくるというふうにとらえています。 

 それから、下水道の方につきましては、これから事業がどんどん膨らんでいきますから、起債

償還もこれから事業の進むにつれて起債も当然、今後償還についても増嵩していく。ですから、

その事業の進捗状況によりまして、起債の償還のピークがいつになるかということは、今後の進

捗状況によるというふうに考えています。 

○議長（新山 玄雄君）  広田議員。 

○議員（１６番 広田 清晴君）  基本的には町長が昨日でしたか、今から周防大島町全体の下水

計画をつくっていくんだということを言われました。その頭出しとして今回コンサルに回すとい

う格好になるというふうに見とるんですが、実際的には旧各町で、例えば久賀でしたら久賀地区

はやったですが、コンサルは出したですが、実際的には、もっとより効果的な方向も出てくると

いうふうに見ております。といいますのは、具体的に言いますと、椋野地区や三蒲地区。 

 それで、もう１つ私が指摘しちょきたいのは、結局は格差がかなり開く可能性があると。いわ

ゆる下水道事業の進捗方向によっては、旧市町村間の格差がかなり開く可能性があるという点だ

け、私は質疑の中でしちょきたいというふうに思います。そうならないようによく注意しときた

いと。 

○議長（新山 玄雄君）  答弁いいですか。ほかに質疑ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  質疑なしと認めます。 

 お諮りします。平成１７年度予算の質疑が終結しましたので、日程第１、議案第１号平成

１７年度周防大島町一般会計予算から、日程第１２議案第１２号平成１７年度周防大島町公営企

業局企業会計予算までの１２議案を本日配布しております議案付託により、所轄の常任委員会に

付託することにしたいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（新山 玄雄君）  異議なしと認めます。よって、日程第１、議案第１号から日程第１２議

案第１２号までの１２議案を本日配布いたしました議案付託表のとおり所轄の常任委員会に付託
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することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

○議長（新山 玄雄君）  以上で、本日の日程は全部議了しました。 

 本日はこれで散会いたします。次の議会は３月２２日火曜日午前９時３０分から開きます。 

○事務局長（山内 章弘君）  御起立願います。一同、礼。 

午後５時38分散会 

────────────────────────────── 


